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第５回 FLEC フォーラム報告

シンポジウム 

「社会的養護と障害児者施策の連携と協働への道」 

クロージングシンポジウム 

「社会的養護と障害児者施策の連携と協働への道 

〜互いの資源を活用し合うために何が必要か〜」 
 

 基調講演︓ 

矢田貝 泰之（厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部 企画課⻑） 

 

 シンポジスト︓ 

藤﨑 賢治（札幌市子ども未来局児童相談所 家庭支援課⻑） 

下川 陽子（社会福祉法人⻨の子会 子ども家庭暮らし部門サブディレクター、 

ファミリーホームミモザ 養育者） 

津田 克己（児童家庭支援センターしらゆり センター⻑） 

中村 賢司（社会福祉法人大洋会 児童家庭支援センター大洋 所⻑） 

恒松 大輔（⾃⽴援助ホームあすなろ荘 ホーム⻑、全国⾃⽴援助ホーム協議会 

事務局⻑） 

米⼭  明（社会福祉法人全国心⾝障害児福祉財団 全国療育相談センター センター⻑） 

 

 助⾔者︓ 

岩上 洋⼀（全国地域で暮らそうネットワーク 代表） 

加藤 正仁（うめだ あけぼの学園 園⻑、⼀般社団法人全国児童発達支援協議会 

（CDS JAPAN ）会⻑） 

北川 聡子（社会福祉法人⻨の子会 理事⻑、日本ファミリーホーム協議会 会⻑） 

 

 コーディネーター︓ 

野澤 和弘（植草学園大学 副学⻑・教授） 
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「社会的養護と障害児者施策の連携と協働への道」 

 
 

コーディネーター 

 野澤 和弘 
（植草学園大学 副学⻑・教授） 

 

 
 
皆さんこんにちは。3 日間にわたって⾏われてきたフ

ォーラムも最後のクロージングシンポジウムということ

で、社会的養護と障害児施策の連携と協働への道という

テーマでこれから始めたいと思います。社会的養護と障

害児福祉というのはとても近接した領域にあって、⼀部

重なりますけれども、以外にこれまで具体的な協働につ

いては議論が深まるということはなかったように思うん

ですね。私は⻑らく報道の現場におりまして、今は大学

で教員をしておりますけれども、子どものことですとか、

障害児、障害者のことを⻑年取り組んできましたけれど

も、意外に両者⼀体に考えることはなかった気がします。

今年の 4 月からいよいよこども家庭庁が始まります。こ

こでこの 2 つのテーマを整理して議論を深めるというこ

とはとても大事なことだと思います。タイミング的にも

非常に重要な場⾯と⾔いますか、⽴ち位置に⽴っている

んだと思います。今日はこれから大勢の方が登壇してい

ただいて、それぞれの⽴場から議論をしていただき、み

んなで整理して、それをどんなふうに絡めて協働してい

けるのかということを会場の皆様と⼀緒に考えていけれ

ばと思っております。どうぞよろしくお願いいたします。 

 では早速基調講演ということで、厚生労働省の矢田

貝泰之様。障害児者福祉の⽴場からお話していただきた

いと思います。よろしくお願いします。 
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矢田貝 泰之 
（厚生労働省社会・援護局 

障害保健福祉部 企画課⻑） 

 

 

 
どうもこんにちは。ご紹介いただきました、厚生労働

省の障害部企画課⻑の矢田貝と申します。仕事としては

障害者施策の取りまとめの課⻑をしてございます。17 分

といただいていますが、今日は恐らく養護のほうの方が

多いと思いますので、障害児の施策を説明してくれとお

願いされていますので、ご説明をさせていただければと

思いますが、⾃己紹介だけしておきますと、私は平成 7

年に厚生省に入って、平成 17 年から 20 年まで熊本県庁

に出向させていただいておりまして、そのときに 3 年間

児童養護の担当、子ども全体の担当課⻑をさせていただ

いておりました当時の知事が、共同代表の潮谷義子さん

が、児童養護の園⻑さんが知事になられて、熊本でちょ

うどそのとき、こうのとりのゆりかごができたときが私

が課⻑をしているときでございました。熊本で検証会議

に柏⼥霊峰先生にも委員になっていただいて、20 年に厚

生省に帰ったときに、今日これからご説明しますが、障

害者⾃⽴支援法の⾒直しと、障害児支援の⾒直しの担当

の課⻑補佐として 3 年間やっておりました。当時の課⻑

が藤井さんで、戻って障害児の検討会の座⻑が柏⼥先生

で、実は潮谷義子さん、知事を辞めてすぐ社会保障審議

会障害者部会⻑になられたので、私の場合この 2 つは連

続してずっと仕事をしていたという感じでございます。 

この図が障害保健福祉施策の歴史でございます。すご

く分かりやすく⾔うと、オレンジになる前の平成 18 年

より前、日本の福祉というのは、児童養護も似ていると

ころあるかと思いますけれども、施設で保護をするとい

う。知的障害者で⾔えば、昭和 40 年ぐらいに、親亡き

あと、⼭の上にコロニーを作って衣食住安心できるよう

に、精神保健福祉についても昭和 40 年代ぐらいから、

病院できちんと治療するということで収容をするという

ことで、施設中心でずっとやってきたと。いろんなとこ

ろでお話するんですけど、人が幸せを感じるといのは、

衣食住が保たれれば幸せになるわけじゃなくて、よく話

をするんですけど、障害者の方がうれしそうな顔をされ

るのって、例えばバザーをやって⾃分が作ったものが売

れてお⾦もらえたときって、本当にうれしそうな顔をさ

れるわけですね。それはお⾦をもらったからだけじゃな

くて、⾃分がやったことが誰かに評価されて、それであ

りがとうと⾔ってもらえる。そういうことが必要なんだ

と考えると、⼭の上の施設とか病院ではなくて、地域で

暮らしていくことを支援していこうと。このオレンジの

ほうは、地域で暮らすためにどうしたらいいかというこ

とをみんなずっとやってきたという歴史でございます。

ずっとそのオレンジになる前は、在宅サービスの予算と

いうのは、予算で決められた範囲内で全国で、その中で

やってくださいという世界だったんですけれども、⾃⽴

支援法が平成 18 年にできてからは、在宅サービスを使

ったら使っただけ国が必ず 2 分の 1 負担しますよと。障

害児については、先程私担当しましたけれども、平成 24

年からはそういう在宅サービス、使えば使うだけ予算が

増えるという仕組みにしてございます。 

1 つだけ⾔うと、障害があるというのは、親御さんが

受け止めるのがなかなか遅くて、うちも兄貴いるんです

けれども、うちの親とか普通学級に入れたり、中 2 まで
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うちの兄もギリギリ粘って、やっぱりダメだ、施設に、

みたいな、そういうのは本当に良くないと思っていて、

当時は障害児通園施設という名前だったのを、障害とい

う⾔葉を取って、児童発達支援とか、放課後等デイサー

ビスとか、すごく敷居を低くしてサービスを使いやすく

しということで改正してきました。結果、平成 24 年、

緑が障害児の予算なんですけど、当時 500、600 億ぐら

いだったのが、今は 4,400 億でこども家庭庁にお渡しす

ると。もう 8 倍ぐらいになっている。障害者全体でも 3

倍ぐらいに予算はなっています。それはそれで、これま

でそういう改正を積み重ねてきた成果であるんですけど

も、私が 2 年前に企画課⻑に来たとき、これを知っては

いたんですけど、⾒たときに、予算 3 倍になって本当に

障害者 3 倍幸せになっているかな︖と。なっているんだ

と思うんですね。サービスを今まで使っていない人が、

うちの子ちょっと気になるから、っていって気軽に、敷

居低く障害児支援施策を使えるような社会にしたい。実

際そうなってきて、10 万人だった利用者が、今は 50 万

も障害児のサービスを使っていますので、そういう意味

では、サービスの質というところはやっていかなきゃい

けないけど、正直地域の中で必要だったサービスが受け

たいと思ったら受けれるような体制にはなってきている

と。 

⼀方でもう 1 つの課題が、障害のほうがサービスが充

実しすぎちゃいまして、障害がある子は全部障害福祉で

⾒てくれ、学校なんかでも、障害だから障害のほうに⾏

ってくれ、みたいになっちゃうと、われわれはインクル

ージョンの社会を作りたいと思ってやってきていたのに、

障害のほうが充実しすぎてなんでも障害で抱えますよ、

ってやってしまうと、全く逆の方向に世の中⾏ってしま

うと。この子たちが 18 歳になって、さあ⼀緒に働きま

しょうと⾔ったって、そういう障害のある子を⾒たこと

がないという子どもさんばっかりだったらそんなことは

不可能ですので、障害児のサービスをしながらいかにイ

ンクルージョンと⾔うか、⼀緒の場で専門的支援をしな

がら、いかにインクルージョンをしていくのかというの

が今の課題で、今日の話もまさに児童養護の世界と障害

児のところの接点で、野澤さんからもありましたけど、

4 月から障害児支援が、うちの障害部からこども家庭庁

に⾏って、児童養護と同じ局の中で⼀体的にやっていく

ということで、本当にこれは障害児支援の大きな歴史の

転換点だというふうに認識しています。 

 

 
 

障害児サービスを使うお子さんが増えているという図、

右側が学校の中、通級の指導で注意欠陥多動性障害を含

めてそういう子が増えていると。あと⽂部科学省が、⼀

番左上にありますけれども、8.8 パーセントという数字

が新聞にも載っていますけれども、普通の学級の中でも

気になる子、特別な支援が必要になる子というのは 8.8

パーセントいると。この 8.8 パーセントを障害で受けろ、

特別支援学校で受けろ、という社会ではダメで、この子

たちを普通の保育所、普通の児童養護施設。そういう中

でも、そちらのほうで可能な方は受け入れていただきた

いというのが、重い方は障害施策で当然受けるんですけ

ど、そうでない子は、⼀般施策の中で上手くしていくと

いうのが目指すべき方向かなと思っています。 

ここからが本題ですが、児童養護の中で使えるサービ

ス。令和 3 年に、事務連絡名が、とにかく障害児通所支

援等を利用する場合の事務処理要領、障害児を受ける乳
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児院、児童養護施設におえる保育所等訪問支援の積極的

な活用について（周知のお願い）というぐらい、厚労省

としては、先程⾔った通り児童養護施設だったり、乳児

院、ファミリーホーム、⾥親さん。障害の可能な方は受

けていただきたい。その代わり、障害児のサービスはこ

ういうかたちで使えるようにしているという図でござい

ます。障害児通所支援というのは、通所ってついていま

すけど、これからご説明する在宅のサービスは、児童福

祉法に基づく在宅のサービスは全て使えるようになって

おります。居宅介護、ヘルパーとかそういうものについ

ては、これは障害者総合支援法に基づくサービスなんで

すけれども、こういうものは⾥親、ファミリーホームは

使えると。手当の関係は、あとでまた説明しますが、こ

のご覧の図の通り、手当ももらえると。1 つだけあるの

は、障害児のサービスについては手帳が必ずしも必要ご

ざいませんので、必要であれば使えるということになっ

ています。ここに障害者のサービス⼀覧も載せているの

で参考にしていただければと思いますが、児と書いてあ

るやつは児童が使えるサービスになってございます。そ

れは先程⾒ていただいた通り、⾥親であってもファミリ

ーホームであっても使えるサービスというふうになって、

施設でも使えるサービスになっております。例えば児童

発達支援、うちの⼀番メジャーな、昔で⾔う障害者通所

支援のサービスで、平成 30 年からは、本当に重い方、

重度の方で、先程の通所まで通えないという方は、訪問

してヘルパーさんももちろんあるんですけど、発達支援

も訪問でできるようにということで、平成 30 年からは

あります。こういうのは例えば、お子さんを受け入れて

いるときにヘルパーさんも使えますけども、こういう発

達支援も使っていただくことができます。放課後等デイ

サービス、学校の放課後のサービスのもの、これも非常

に今数は増えていますので、ご活用いただけると思いま

す。 

保育所等訪問支援、これは図の通り、児童発達支援セ

ンターから障害に詳しい方が保育所とかに⾏って、これ

は実は課⻑補佐のとき、現場で実施授業である市でやっ

ているのを⾒て、要は保育所に⾏けるかもしれないとい

う子どもに、⼀緒に療育センターの先生がついていって

あげて、最初は毎日⼀緒に⾏ってあげるんですけど、慣

れてきたら週 1 回⼀緒に⾏けばいいとか、慣れたら保育

所に来てもいいですよとか、もしくは療育センターの先

生が保育所に⾏くと、その子以外の、うちのあの子⾒て

もらえませんか︖みたいなことで来て、障害児支援と⼀

般スタッフの中連携を図るために作った制度で、これが

平成 30 年から乳児院、児童養護施設、わざわざ改正し

たということはニーズがあるからこういう改正をわれわ

れはしているということでございますので、せっかく制

度を作ったのでぜひこういうのも療育センターから必要

な方は支援を受けていただければということでございま

す。30 年に、⼀番上だけ読みますと、乳児員の 28.2 パ

ーセント、児童養護施設で 28.5 パーセントですから、3

割弱そういう障害児の方が乳児院、児童養護施設にもい

らっしゃるということで、そうしたところにわれわれの

療育の専門家が児童発達支援センターから支援に⾏ける

という制度を作っております。こういうのもぜひご活用

いただければなと思っております。 

入所施設は福祉型、医療型の入所施設があるんですけ

れども、本当はすごくつながっているんですよね。例え

ば虐待されていた子どもが障害があるぞというときに児

相の人は障害児施設に入れようか、児童養護施設に入れ

ようかということを悩むわけですね。障害の程度に応じ

て児童養護施設に措置する場合もあれば、障害児支援施

設に措置する場合もあるという意味では兄弟みたいな関

係ではあります。障害児入所支援の場合は、虐待とか措

置の場合、措置で受け入れる子どもと、障害が重くて、

さっきうちの兄の話をしましたけど、障害が重くて家で

はもう無理だといったときに、措置ではなく契約で入所

するというパターンもありますのでちょっと違うんです

けれども、そういうことをやっているというものでござ

います。 

手当の関係、特別児童扶養手当、分かりやすく⾔うと、

ある程度の障害の重さの方からこういう手当も、誰がも

らえるかは先程の○☓で⾒ていただければと思いますけ

れども、こうした⾦銭的な支援ということもあるので、

もし重い子を⾒ているけど、こういう手当もらってなく

て、実はもらえるんじゃないかというときには相談して

みていただければと考えています。療育手帳、先程申し

上げた通り、手帳制度というのは必ずしも要らないもの
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でございますが、療育手帳についてはこの前事前打ち合

わせでも話題になったのでご紹介だけしておきますと、

今手帳もらえる、もらえないが県によって違っていると

いうことで、今全国の統⼀的な制度の検討をしている、

というところだけ今日はご紹介させていただきます。 

最初に戻りますけど、これが昨年の秋冬に法改正した

ものです。障害者の世界は、施設から普通の住まいの場

に。それで福祉的な就労じゃなくて⼀般雇用のほうに。

医療の方についても病院じゃなくて、なるべく在宅に、

というふうにするために、相談支援含めてどういう支援

を充実していったらいいかということで制度改正を重ね

てきています。多分普通の児童養護も施設から小規模化

したり、ファミリーホームとか家庭的雰囲気で、という

ところと似ているのかなと思いながら、そういうところ

を進めていくということは、結局障害者の場合は、さっ

き⾔った、何が障害者の方にとって幸せかと考えたら、

施設でもいろいろなことができると思うんですけど、こ

ういう⼀般の暮らしの中とか、⼀般の就労の中のほうが、

いろいろ外があって、衣食住が満たされるだけじゃなく、

誰かの役に⽴ってありがとうと⾔われる。そういう機会

が増えるかなと。そういう改正を積み重ねてきていると

いうのが障害でございます。 

最後、こども家庭庁、具体的には障害児の部分がこど

も家庭庁に⾏きますが、こども家庭庁ができて、こども

家庭庁と厚生労働省、引き続き連携していきますよとい

う図ですけれども、左のほう、これがこども家庭庁でや

ることですけれども、当然障害児の通所支援、入所支援

もやりますけれど、これからせっかく障害児が⼀緒にな

るので、3 つ目の丸ですね、保育所とか放課後等児童ク

ラブなど、⼀般施策での受け入れであったり、もしくは

社会的養護との連携を図っていくのが、今回なんでこど

も家庭庁を作るんだろうと思ったときに、作った人は別

のことを考えていたかもしれませんけど、僕にとっては

今回障害児支援と児童養護が⼀緒の局でやっていく、子

どものこと全体を⼀緒のところで考えていくというのは

本当に大きなきっかけになると思いますので、今日のこ

れからのディスカッションも、よりいい方向に進んでい

くにはどうしたからいいかということで話し合っていけ

ればと思っております。 

17 分、ちょうどぐらいじゃないでしょうか︖このあと

もみんなそういう感じで進んでいくと思いますので。そ

の代わり早口だったなとか、怒られるんですよね。障害

で早口だと手話の方がいたりして、早口は怒られるので

すが、こんな感じで私の基調講演とさせていただきます。

ありがとうございました。 
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シンポジスト 

 藤﨑 賢治 
（札幌市子ども未来局児童相談所 

家庭支援課⻑） 

 

 

 
よろしくお願いいたします。私、札幌市児童相談所

家庭支援課⻑の藤崎と申します。本日は会場に⾏けず申

し訳ございません。それでは私のほうから、本日のテー

マである社会的養護と障害者施策の連携、互いの資源を

活用し合うために何が必要かという視点で、札幌市児童

相談所が取り組んでいる事業や事例を少しだけ紹介させ

ていただきたいと思います。持ち時間 10 分ということ

でございますので、少し駆け足になるかもしれません。

よろしくお願いいたします。 

私のほうからは 4 点お話をさせていただきます。ま

ずは札幌市児童相談所の概要です。札幌市児童相談所は

人口 190 万人に 1 カ所ですけれども、年々増加する相

談件数等に対応するため令和 7 年度に第 2 児童相談所の

開設を予定しているところです。職員数は、現在 163

名ですが、会計年度任用職員を加えますと約 300 人と

いう大所帯になっています。相談件数は、令和 3 年度に

8,600 件を超えて年々増加傾向になっています。相談の

割合は、虐待や家庭不和、保護者の傷病などでお子さん

を家庭で養育できない、といった養護相談が約 6 割です。

障害相談は 22 パーセントで、知的障害の相談、主に療

育手帳の相談が主になっています。ご覧の通り養護相談

と障害者相談の割合は大体 3︓1 ぐらいです。ちなみに

児童虐待の件数ですが、令和元年度以降、2,400 件を超

え、相談件数全体の約 4 分の 1 を占めるに至っています。 

私が所管する家庭支援課という課ですが、令和 3 年

度に新設をいたしました。それまで在宅児童と措置児童

の支援を同じ係で担当していましたが、措置後の家庭復

帰支援をきめ細やかに対応するということを目的に地域

支援係を⽴ち上げまして、それに伴い⾥親担当、発達に

心配のある児童をサポートする療育指導係、⼀時保護所、

これを 1 つの課に整理いたしまして、会計年度任用職員

を含めると現在職員は約 160 名に上ります。 

続きまして事業の紹介です。発達に心配のある子ど

もの療育支援事業です。通称「さっぽ・こども広場」と

⾔います。「さっぽ」というのは『札幌』と『サポー

ト』するという意味を掛けています。平成 9 年度から実

施し、今年度で 25 年を迎える息の⻑い事業です。こち

らは乳幼児健診で⾔葉の遅れとか動きが多いなど、発達

⾯で心配を指摘された親子が紹介されて、グループによ

るプレイセラピーを⾏っています。月 1 回、週 1 回の頻

度でグループ分けをしまして、全市の児童会館や保健セ

ンターなどを会場に、約 60 グループを展開しています。

登録数は約 1,200 人、スタッフは保育士と心理士が担

当しており、発達検査や遊びを通して、⾒⽴ての中で保

護者の悩みに応じつつ適切な進路選択を支援していると

いう業務です。 

ちなみに過去 5 年間に紹介された社会的養護のケー

スの中で、⾥親の世帯、特別養子縁組の親子、⺟子生活

支援施設の利用親子なども、このさっぽ・こども広場に

参加をしてプレイセラピーを受けているケースがありま

す。また、保護者の中には、保健師の地区入手ケースが

毎年全市の紹介数の約 1 割ほどいます。全市の紹介数が
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約 700 名ですので、概ね 70 件ほどでしょうか。地区入

手の理由もいろいろあり、DV、若年の保護者、精神的

に不安定な保護者であるなど、関係機関と緊密な連携を

必要とするケースが非常に多くあるため、子どもだけで

はなくて、保護者へのより丁寧な関わりが必要と考えて

います。 

次に、措置、⼀時保護中の障害福祉サービスの利用

についてです。先ほど基調講演の中で、措置中であって

も障害福祉サービスが利用できるというお話がありまし

たが、今年度、私どもの児童相談所で⼀時保護中の児童

が障害福祉サービスを利用したケースがありました。お

子さんは 12 歳の男の子で、軽度知的障害、虐待を受け

て児童養護施設で生活をしているお子さんですが、衝動

性の高さや奇異な⾏動、粗暴性が増して、その施設で継

続が困難となり、改めて⾒⽴てを⾏ってほしいという内

容で⼀時保護を⾏いました。⼀時保護を⾏った後は、他

の子どもへの他害⾏為や多動が激しく、なかなか学習等

の日課に取り組むことができなかった状況で、⼀時保護

所の天井裏に入って出てこないこともありました。その

ため、放課後等デイサービスの利用を開始して、子ども

の日中の専門的な関わりを⾏いました。実際このサービ

スを利用してみると、日中活動で適切な関わりを⾏って

いただいたので、帰ってくると子どもも精神的に安定を

して、⼀時保護所内の活動がスムーズになり、最終的に

は児童養護施設に戻って、デイサービスを続けながら支

援をしているという事例です。 

最後は、障害児支援の強化に特化したフォスタリン

グ機関の設置についてです。札幌市では⾥親を包括的に

支援するフォスタリング事業を 3 カ所の法人に委託して

展開しています。各法人の強みを生かして、乳幼児や障

害児を委託する⾥親の支援に取り組んでいます。その中

でも障害児を委託する⾥親を支援する機関、これを紹介

します。令和 3 年度に厚生労働省の採択を受けて、障害

児⾥親等委託推進モデル事業を実施いたしました。この

目的は 3 つです。障害児を養育する⾥親の支援ニーズの

把握、障害児通所施設の連絡調整、障害福祉サービスと

の連携支援。このような点について調査したところ、委

託を推進するための課題として 3 点浮かび上がりました。

まず 1 点目はリクルートの課題。⾥親を開拓するリクル

ートの中で、障害児について触れられることが少なく、

⾥親が障害児の養育イメージを持つことができていない

といった課題です。2 点目は、⾥親登録研修の課題です。

発達心理学などはコマに入っているのですが、障害福祉

を具体的に教えるコマはなく、研修機会の不足が浮かび

上がりました。3 点目は、マッチング、委託後支援の課

題です。お子さんを委託する前の障害状況や⾥親に対す

る説明などが不⼗分であった点、委託後の⾥親の障害受

容、福祉サービスに関する専門的な助⾔が不足している

などの課題が浮かび上がりました。 

このモデル事業の検証を受けて、今年度から本格的

に、障害児を委託している⾥親支援に特化したフォスタ

リング機関を設置したところです。このフォスタリング

機関は本日の助⾔者であります北川先生の法人、⻨の子

会さんにお願いをしています。このモデル事業の検証で

浮かび上がってきた課題について改善を図ってまいりま

した。1 点目は定期的な説明会。障害児養育のイメージ

をきちんと持っていただくための説明会を充実させまし

た。２点目は研修科目に障害福祉を追加し、児童相談所

などで実習を⾏うことができるようにしました。3 点目

は、⾥親に委託する際のマッチングのほか、委託後の支

援について障害児フォスタリング機関が積極的に関与す

ることができるよう、進めているところです。 

児童相談所では様々な要保護児童に関する相談を受

けていますが、特に⼀時保護をした児童の多くは何らか

の発達障害を抱えており、こうした児童の支援には先程

事例で紹介させていただきましたとおり、障害児の支援

に実績のある⺠間の社会資源と連携を図ることにより効

果的な支援に取り組んでいるところです。 
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シンポジスト 

 下川 陽子 
（社会福祉法人⻨の子会 

子ども家庭暮らし部門サブディレクター、 

ファミリーホームミモザ 養育者） 

 

 

 
こんにちは。社会福祉法人⻨の子会の下川陽子です。

児童発達支援センターで働いたあと、⾥親をして、今は

2 年ほど前からファミリーホームで養育者をしています。

現在は 6 人の子どもたちと⼀緒に暮らしています。今日

はとても緊張していますが最後まで発表していきたいと

思いますので、よろしくお願いします。 

では⻨の子のことを簡単にご紹介します。妊娠期から

の支援として、妊娠 SOS が妊婦さんと赤ちゃんを支え

ています。幼児期の支援は児童発達支援センターと児童

発達支援事業と保育園があります。学童期の支援は放課

後等デイサービスが担っています。働いているお⺟さん

のために日中⼀時支援事業、子育てを応援するためのシ

ョートステイや、ホームヘルパーも⾏っています。社会

的養護の必要な子のためには、ファミリーホームが 4 つ

あり、⾥親さんも含めると 52 名の子どもたちが暮らし

ています。成人期もありまして、生活介護事業、就労、

グループホーム、12 カ所あって、皆さん地域で暮らし

ています。先程藤崎さんもおっしゃっていましたが、障

害児のフォスタリング機関も⾏っています。 

先程も少し触れましたが、⻨の子には現在 52 名の⾥

子さんが暮らしています。皆さん療育手帳を持っている

子がほとんどです。その 52 名の⾥子さんたちは、この

写真に写っているように、⾃閉症、ダウン症、医療的ケ

ア児のお子さんがいます。子どもたちが⻨の子に通って

いて卒園した、障害を持った子どものお⺟さんたちが⾥

親となって子どもたちと⼀緒に暮らしています。⾥親制

度というのがあまり馴染みがない地域や方々もいると思

うんですが、⻨の子ではおばあちゃんが育てている子が

いるんですが、ある日そのおばあちゃんに怒られたその

子は、もうこんなんだったら⻨の子先生の⾥子になると

⾔って、子どもも⾥子、⾥親ということを⾝近に感じて

いるなというエピソードでした。 

トラウマ経験を持って子育てをしているお⺟さんの中

には、重篤な性被害やお⺟さん⾃⾝の発達障害が子育て

してから分かったということもあります。⾃分で育てた

い、でもフラッシュバックしてパニックになって子ども

を受け入れられなくなってしまう。家事まで追いつかな

い、上手くいかなくイライラして怒ってしまう。安心し

た環境にしてあげられない、というお⺟さんの、子ども

はかわいい、でも⾃分ではとても育てられないという苦

しみの声もあります。そのため⾥子になってもお⺟さん

が暮らしている同じ地域でそのまま生きていけるように

ということで、もともと私も⾥親でしたが、ファミリー

ホームとなり、そのお子さんが⾥子となって現在⼀緒に

暮らしています。児相の許可を得て、⾏事にお⺟さんと

私も⼀緒に参加したり、お泊まり会の荷物を、お⺟さん

と 2 人でその子の荷物を用意したりと、⾥親と実親さん

という関係ですが、共育てをしています。こちらのパワ

ーポイントはご覧ください。 

この図を⾒てお分かりいただけるように、⾥親家庭、

ファミリーホームを中心に、地域の中で子どもも⾥親さ

んも孤⽴しない暮らしをチームで支え合っています。休
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日にはみんなで集まって海や⼭、あとは公園に⾏ってみ

んなで遊んでいます。子育てしているお⺟さん、お父さ

ん、⾥親さんもかけられる 24 時間の緊急携帯がありま

す。イライラしたら、そのときには子どもに向かわない

で緊急携帯に電話、ということが合⾔葉のようになって

います。 

ところで皆さん、児童発達支援センターと私は先程か

ら話していますが、児童発達支援センターというのを知

っていますか︖児童家庭支援センターではありません。

児童発達支援センターは、子どもたちの発達支援、あと

は家族支援、地域支援、幼稚園や保育園など、子どもた

ちの支援機関に出向いて支援を⾏っています。⼀昨日も

児童家庭支援センターのお話があったと思うんですが、

やっていることが似ているなと思った方もいると思いま

す。私もとても思います。これからもっと連携して、仲

良くやっていけたらいいなと思っているので、よろしく

お願いします。 

⻨の子には医療型児童発達支援センターと、福祉型児

童発達支援センターがあります。支援の内容は、幼児期

は人生の土台なので、人を信頼することを大切にしてい

ます。障害のある、発達に心配のある子、愛着形成に課

題を抱えている子、様々な障害のある子が通園してきて

います。それぞれの子どもの障害特性や発達に合わせた

支援を⾏っています。トータルにアセスメントをして支

援を⾏っています。幼児期だけではなく、思春期の支援

も大切で、孤⽴させたり⾃己肯定感が下がらないように

放課後等デイサービスで子どもたちの今と未来のために

支援を⾏っております。子どもたちが通う地域の小学校

に放課後等デイサービスの先生たちが支援に入っていま

す。この⻨の子の地域の小学校の生徒数の 3 分の 1 が⻨

の子の卒園児です。日々子どもの声を聞くことは大切に

していますが、成人になった子どもたちの声を聞く機会

を持っています。その声は厳しく、もっとこうあったほ

うがよかった、という子どもたちの声から、私も反省し、

成人になって⾃分の意⾒を⾔える子どもたちの声を聞き

ながら、⾃分たちの支援を振り返り、実践しています。

⾔ってくれる彼らの意⾒を反映して実践を振り返ること

はとても大切なことだなと日々感じています。 

子どもを中心にしたトータル支援は発達支援、家族支

援、地域支援、社会的養護、継続的支援へと広がってい

ます。新たな事業として、去年から妊娠 SOS 相談、障

害児フォスタリング事業もスタートしております。やり

ながら考え、できるのを待っているのではなく、走りな

がら知識や専門性を⾝につけていく、という中で今があ

ります。なので、職員も途中から大学院に⾏ったり、研

修を受けたりしています。 

⻨の子は障害児支援を中心に、障害のある子ども、社

会的養護が必要な子どもを支援してきました。そして家

族への支援は障害のある子を育てているお⺟さんや、病

気や障害があったり、虐待を受けてきた保護者、DV の

被害にあった方、また⾥親さんも対象に、⾃然なかたち

で支えてきています。 

4 月からこども家庭庁になるので、さらに分断した支

援ではなく、子どもがどんな状況になっても社会が温か

くつつんでいくために連携し、連続した子育て支援が求

められます。子どもたちが何歳になっても孤独にならな

い、継続したサポートを⾏うためには日頃から顔の⾒え

る連携が重要になってくると思っています。 

⾥親になり、今まで私は全員で 8 名の子どもたちと暮

らしてきました。その中の 2 人の子の⾔葉をお伝えした

いと思います。少し⾒て分かるように⻑いのですが、私

たち大人が職種の垣根を超えて手をつなぎ、そして子ど

もたちと手をつなぐことを諦めてはいけないことを教え

てくれる⾔葉だと感じていますので、読んでいきたいと

思います。⻨の子に来たきっかけは、最初は不登校だっ

たので、午前からの放課後等デイサービスに月に 1 回か

ら 2 回通っていた。小さい頃から家庭で暴⼒をして、家

族から厄介者扱いをされて、何度か⼀時保護になってい

た。⾃分だけ悪者にされるから、さらにイライラして暴

⼒が止まらなくなった。⼀緒に暮らせないと⾔われた。

児童相談所の⼀時保護施設に⾏った。⻨の子の放課後デ

イにもともと少しだけ通っていたから、児相の人から⻨

の子の職員の⾥親さんの家の⾥子になると話があって、

⾥子になることになった。そのときはなんとかまた嘘を

⾔って家に戻してもらうことばかり考えていた。成功し

たことがあったから。⾥親さんと暮らして 1 カ月ぐらい

して、その考えはだんだんなくなった。安心できる暮ら

しだったから。その後、中学 3 年のとき、特別支援学級
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の担任から、あなたの将来のためには特別支援学校高等

部が合っている、と当たり前のように勧められた。⾃分

のことを勝手に決められている感じがした。そんなとき、

悩んでいた。イラスト関係の専門学校に⾏きたい夢があ

るのにな。⼀度だけ⾔ってみたけど、先生は聞いてくれ

なかった。否定された。そんなときにママが私の気持ち

を担任の先生にはっきり⾔ってくれて、普通高校に進学

することができた。ママみたいに代わりに⾔ってくれる

人がいなかったら、あのまま先生に決められた特別支援

学校に⾏っていたと思う。高校はもちろん大変だった。

勉強も分からないことばかり。人間関係も上手くいかな

い。でも学校が終わって放課後等デイサービスに通って、

勉強はもちろんだけど学校の愚痴を聞いてもらえた。心

が軽くなって、次の日もまた学校に⾏けた。小さい頃か

らの虐待のトラウマもたくさんある。こう⾒えて結構手

がかかる子どもだと思う。それでも⾥親さん、児相、放

課後等デイ、学校の先生、病院の先生など、いろんな人

たちに支えてもらった。⾃分は親元で暮らせなかったの

で、社会的養護になって、療育手帳を持って、トラウマ

もあったけど、支援のおかげで 3 月に調理の専門学校を

卒業、就職するという今がある。大切な友達の⼒も大き

い。孤独にならずに済んだから。 

今回 FLEC フォーラムで前に話してくれたこの⾔葉を

発表してもいいかな︖と聞くと、うん、いいよ、と OK

をくれました。私は子どもたちの⾔葉から本当にハッと

することが多いです。何歳になってもこの子たちが孤独

や絶望を感じないで、安心して暮らせるように、いろい

ろな人と手をつないでいきたいと思っています。 

1 人の子どもを育てるには村中の大人の知恵と⼒と愛

が必要。アフリカのことわざです。皆さんで手をつない

でいきたいと思います。ご清聴ありがとうございました。 
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シンポジスト 

 津田 克己 

（児童家庭支援センターしらゆり センター⻑） 

 

 

 

 
皆さんこんにちは。児童家庭支援センターしらゆり

のセンター⻑の津田と申します。よろしくお願いいたし

ます。私はもともと障害者の支援施設で働いていて、障

害のある方がその地域でグループホームに暮らすことや、

仕事に就くことを支援しておりました。30 代半ばで転

職をし、社会的養護、児童養護施設の児童指導員になり

まして、そのあと基幹的職員、⾥親支援専門相談員を経

て、今は児童養護施設の施設⻑と、児童家庭支援センタ

ーのセンター⻑をしております。本日は、児童家庭支援

センターしらゆりの実践から社会的養護と障害児者施策

の連携と協働ということを考えていきたいと思います。 

児童家庭支援センター、ご存知の通りだと思います

が、地域、家庭だけではなく、市町村や児童相談所から

の委託なども受けて子育ての相談に対応するセンターで

す。⾥親やファミリーホームへの支援も⾏っています。

その中で、関係機関との連携や連絡調整というのが非常

に大事になってきます。⾃分たちのところだけで解決し

ていくのではなく、つながりながらいろんなことを⼀緒

に考えていく、またその中で必要なものがなければ作り

出していくといったソーシャルアクションも含めたソー

シャルワーク機関となっています。 

児童家庭支援センターしらゆりは神⼾市北区にあり

ます。六甲⼭の⻄の端で雪が積もります。そんな場所で

す。もともとは児童養護施設と同じ敷地にありましたが、

2 年ほど前に区役所のある駅から徒歩 3 分くらいのとこ

ろに引っ越しました。区役所は駅ビルの中にあります。

われわれが出ていきやすく、というのはもちろんですが、

利用者が来ていただきやすくなるために移りました。右

の写真の下、児童家庭支援センターと相談支援事業所、

つまり障害児者の計画相談をする事業所が同じフロアに

あるというかたちをとっております。中には相談室や心

理療法室がありますが、決して通所していただくことを

メインにはしておらず、どんどん外に出ていく、アウト

リーチをする。そういうことを中心にしています。です

から電話相談と訪問の件数は同じぐらいになっています。 

私が所属する社会福祉法人 白百合学園には、社会的

養護の施設として児童養護施設と児童心理治療施設とが

あります。それ以外に障害福祉サービスの事業所もたく

さんあります。私は法人内でサービスを完結させるとは

あまり思っていません。その子やその家庭に必要なもの

を外部も含めてつなげていくというやり方をしています。

主な業務については家庭支援になりますが、その右側の

緑色の支援者支援に⼒を入れています。保育園の巡回や

児童館の巡回をしたり、子ども食堂の巡回をしたり、福

祉施設の職員研修の講師をしたりして、支援をしている

方たちに対して何かできないか。それによって家庭にか

かわる支援者の裾野を広げていくことができないか、と

いうことを考えています。それから下の紫のところです

が、神⼾市には今 3 つ児童家庭支援センターがありまし

て、法人が違っても協⼒し合って⼀緒に動こうというこ

とで、研修を⼀緒にしたり、⼀緒にイベントをしたり、

実務者会を作ってみんなで⼀緒にいろんなことをしたり

するということも大事にしています。 

次は当センターの実績です。相談件数のうち障害相
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談の件数は 2 割弱ぐらいですが、実際は虐待相談のケー

ス、養護相談のケースや育成相談のケースで知的障害や

発達障害があるというお子さんもかなりいて、実際のと

ころは 4 割ぐらいは障害のあるお子さんが利用されてい

る現状になっています。それから、これは全部ではない

んですけど、色々な関係機関とつながっていますという

ことです。⼀番上のブロックは役所とか社協ですね。2

番目は児童福祉施設で、その次が学校関係、次が障害福

祉サービス。それから地域の子ども食堂や学習支援など、

そういったところともつながって、子ども、家庭に寄り

添っていこうということをしています。 

社会的養護と障害児者施策をつないでいく例です。

保育園や児童館の巡回では、発達が気になる子どもへの

関わり方の助⾔をして欲しいと園から依頼があります。

そのときに、私は必ず子どもと関わらせてくださいとお

願いし、書類だけの対応はせずに、午前中は子どもたち

と⼀緒に関わらせてもらい、午後から職員とカンファレ

ンスをするというかたちで子どもを⾒て進めるというこ

とを大事にしています。その中で、ちょっと発達が気に

なるケースがあったとき、家族の了解が得られれば園の

懇談のときに同席させていただいて⼀緒に話をし、⼀緒

に考えていきましょうと理解を促していくというような

ことをします。そのような中で、役所につなぐこともあ

ります。いろいろ聞いていくと家庭状況に課題がある場

合もありまして、要対協につなぐこともあります。そう

いうことをしながら、児童相談所や病院で診断を受け、

診断がつくということになれば障害福祉サービスの利用

につないでいきます。、こういったときに単にバトンを

渡していくというかたちではなくて、⼀緒に動いていく

ことが必要かと思います。関係機関が協⼒し、⼀緒にお

神輿を担ぐようなイメージです。もし障害福祉サービス

を利用するとなったときに、⾒学に⼀緒に⾏くといった

ことも進めています。 

次の例は指導委託です。児童相談所から委託された

中学生のケースです。委託があって、家庭とつながりま

す。それから学校、スクールソーシャルワーカーやスク

ールカウンセラーなどともつながっていきます。障害の

ある子なので、療育手帳やその他の申請などもあり区役

所とつながります。病院に通院している子は病院ともつ

ながります。それから先ほどの例と同じですが、障害福

祉サービスの事業所にもつなげていきます。そういう中

で、例えば進学となり、特別支援学校の高等部を希望し

ていれば、⾒学に⼀緒に⾏ったり、情報提供をしたりし

ています。このようなかたちで、子どもたちと関わるこ

とを中心にしながら、家庭とつながる色々な関係機関と

つながり、⼀緒に動いていくというのが児童家庭支援セ

ンターでの業務の進め方です。 

そのときに、社会的養護と障害児者の施策ではそれ

ぞれ持っている専門性というか、メガネが違うのかなと

思っています。社会的養護の場合は下の右の 2 つですね。

アタッチメントやトラウマを中心に⾒ていて、ここが得

意だと思います。障害の場合は上の発達や、感覚の過敏

と鈍麻、そういったところが得意なのだと思っています。

これをお互いに学び合う、そして尊重し合うということ。

色々な眼鏡がかけられるようになっていく、それをする

ために⼀緒に動くということが非常に大事なのではない

かと考えています。そういったことを進めていく例です

が、当法人の研修体系には分野に関わらず共通して学ぶ

事項の中に、発達や障害、虐待の項目を含んでいます。

それから制度ですね、保育や社会的養護、障害福祉、そ

れをどの分野の職員も学ぶ仕組みを作り、それらの橋渡

しみたいなことができるような職員の育成を目指してい

ます。 

最後になりますが、社会的養護と障害児者の分野は

縦割りになってしまいやすく、別々のものになっていき

やすいです。保育や教育もそんなふうになっていきやす

いと思っています。これを 1 つの枠のところで、子育て

というのをキーワードにして、社会的養護や障害福祉と

いうよりは、子育てというところで議論をし、⼀緒に動

いていくということが必要になると思います。そのため

には関係機関がまずはつながることですが、つながるだ

けではなく、それぞれの専門を知ることや学ぶことをし

て⼀緒に動いていく。役割分担はするが、先ほど⾔った

バトンタッチではなく、⼀緒に動いていくということを

通じて、それぞれを尊重し合うことが必要になるのでは

ないかなと思います。 

以上で発表を終わらせていただきたいと思います。

ありがとうございました。 
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シンポジスト 

 中村 賢司 

（社会福祉法人大洋会 

児童家庭支援センター大洋 所⻑） 

 

 

 
皆さんこんにちは。岩手の大船渡にあります児童家

庭支援センター大洋から来ました中村と申します。どう

ぞよろしくお願いいたします。私は⼀昨年まで障害者福

祉分野で仕事をしておりましたけれども、法人の異動に

伴いまして、児童養護施設大洋学園、そして児童家庭支

援センター大洋の施設⻑として勤務しております。この

ような会場でお話するというのは今回が初めてですし、

このように知識豊かな皆さんの前でお話するというのは

大変緊張しておりまして、あと私滑⾆があまりよくない

ものですから、お聞き苦しいところがあろうかと思いま

すけれども、ご容赦のほど、よろしくお願いいたします。

それでは内容についてご説明していきたいと思います。 

内容はこういうかたちになっております。まず大洋

会、私たちの法人についてご説明させていただきたいと

思います。昭和 30 年に養護施設、大洋学園が開園いた

しました。それ以来、障害者の授産施設、現在 B 型事業

所と⾔いますけれども、こちらのほうで開設したり、あ

とは障害者のデイサービスセンターや相談事業ほか、多

くの施設を開設してまいりました。特に B 型事業所が圏

域の中に 5 カ所ありまして、障害の特性に合わせて作業

等を実施しているというような状況になっております。 

あとは法人内の運営している事業になりますけれど

も、こういうふうなかたちになっております。職員数は

260 名ほどおります。毎年職員の異動等も実施されてお

りますし、また職員交流会や全体研修会などを実施して、

法人の方向性、あるいはそれぞれの施設の取り組みにつ

いて職員が相互に理解する機会も設けていたんですが、

私たちの活動地域は、昨日発生から 12 年経過しました

けれども、東日本大震災の被災地域ということになりま

すので、震災以降、その取り組みというのが実施できな

いのが現状でございます。 

続きまして 2 番の児童家庭支援センター大洋の活動

地域ということになりますが、岩手県の大船渡市という

ところで活動しております。あとは陸前高田市ですね。

ここも⼀本松で有名になっておりますけれども、そこと

あとは住田町という 2 市 1 町。ここを気仙圏域というか、

気仙地域と呼んでおりますけれども、岩手県には児童相

談所が 3 カ所ありますけれども、気仙圏域の管轄児相、

そこには片道 1 時間ぐらいかかるという状況になってお

りまして、私たちのほうか児相の補完的な役割を担いな

がら、地域の支援が必要な児童福祉に関わる相談援助を

⾏っているという状況になっております。 

私たちのこの気仙地域というところは、岩手県広い

んですけれども、県南の沿岸部、⻘い枠になっていると

ころです。赤い枠になっているところが児相のある⼀関

市ということです。隣り合ってはいるんですけれども、

移動時間が 2 時間はかかるというところです。あとは盛

岡市と宮古市にありますけれども、どこも 2 時間以上の

時間が必要になります。大船渡市、陸前高田市、住田町

合算で、現在 5 万 6,331 名住んでいるということです

が、気仙圏域の人口の推移ということで、震災の影響等

もあるとは思うんですけれども、もともと人口減少地域

でして、年間この圏域で大体 900 名程度の人口減少率

ということになっております。子どもの数もだいぶ激減
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しているというような状況です。 

3 番目、児童家庭支援センター大洋の取り組みでご

ざいます。先程津田先生のほうからもお話あったと思い

ますけれども、私たちのところでも家庭訪問を中心にし

て相談体制をとっているというのが特徴でございます。

また心理士を配置しているということで、⾏政のほうに

心理士がいないものですから、巡回相談等のサポートを

⾏うという、そういう機会も多くございます。地域担当

制を実施しておりまして、相談員が⾏政、施設、また地

域で関係している皆さん、そういった方たちとの信頼関

係を深め、真につながりやすい体制をとれるように対応

しているということでございます。 

そして真ん中に、障害診断名があってもなくてもと

いうことで、児童家庭福祉に関わる相談機関、あとは専

門的な機関として地元に根づいた活動を⾏っております。

うちの子が発達障害かどうか、あるいは病院に⾏ったほ

うがいいと⾔われたとか、そういったふうに障害への抵

抗感、あるいは障害を受け入れにくいという状況にある

親御さん、ご家族、そういった皆さんの苦悩や葛藤に寄

り添いながら、正しい情報、知識、そして対応方法など

を提供しております。 

資料 1、大洋における相談件数の推移ということで、

半数以上が訪問相談ということになりますけれども、人

口減少地域なんですけれども概ね毎年 2,000 件前後の

のべ相談件数を確保しております。相談者は年間 300

から 400 名ぐらいになっているという状況です。子ど

もの数は減っているんですけれども、相談件数は増えて

いるというような現状になります。資料 2、相談者の内

訳ということで、児童本人というのが⼀番なんですけど、

あとは家族、学校、市⻑村、あとは保育所と続いていき

ます。相談内容の推移ということで、最近ですと性格⾏

動、あとは障害、そちらのほうの相談がかなり多くなっ

ているという現状になっております。 

児童家庭支援センター大洋の支援の考え方というこ

とで、ライフステージが変わっても切れ目ない支援をと

いうことで、サポート支援ファイル、つむぎの作成とい

うことで、つむぎというのがいろいろな関係者の皆さん

がその子どもに対しての認識と⾔いますか、支援の在り

方というか、そういったものに共通性を持たせるために

児童家庭福祉のほうで作りました支援ツールと⾔います

か、そういうものになっております。これを活用しなが

ら、子どもの最善の利益を考える支援を⾏っているとい

うことです。 

4 番目、大洋と他機関との連携、協働例ということ

で、1 番目、⾃治体からの派遣依頼による取り組みのケ

ースということで、4 歳の男の子です。市の依頼で保育

園巡回相談に大洋の職員が同⾏しております。巡回のと

きに保育園から気になる子として相談が上がりまして、

経過観察をしていく中で配慮や支援の必要な子どもと認

識されました。保育園のほうに児童、そして家族への対

応を助⾔し、保護者同意の上で市の相談窓口へつなぐよ

うに提案しております。市の相談窓口で障害児保育の手

続きを⾏いまして、その障害児保育の利用にあたって、

大洋に検査の依頼がありました。相談支援ファイル、つ

むぎを活用した各機関と協働して、切れ目ない支援を今

継続中というところでございます。 

次の例が、相談支援事業所から紹介されたケースと

いうことで、当時 11 歳だったんですけれども、男の子

です。主訴は登校渋り、養育相談です。療育手帳 B を所

持しておりまして、特別支援学級に在籍。通院先があり

ました。相談支援事業所が放課後等デイサービスの利用

にかかる利用計画の作成、あとは⺟親の相談への対応を

しておりましたが、⺟親が通院先からペアトレを勧めら

れたんですけれども、遠方の医療機関であったために日

程、回数参加することが難しいという状況がありまして、

当センターのほうでペアトレを実施したということでご

ざいます。児童家庭支援センターでのペアトレが終結し

まして、あと相談のほうも不定期な相談になってきたん

ですけれども、この子どもさんが支援学校の高等部に入

学した頃からゲーム依存的な状況になりまして、それに

伴って、あと⺟親への暴⼒という部分が出てきたことに

よる精神科の入院ということで、生活のリズムを安定さ

せるために入院ということになりました。退院後に、地

域での生活⾒守りを目的に、週末法人内にあるグループ

ホームの利用につなげております。あとは平日について

は、支援学校の寄宿舎利用を⾏うことで、まず家に帰ら

ないというか、⺟親との接触を避けるような対応をさせ

ていただいたということです。あとは日常の中でのいろ
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んなストレス等をクールダウンする場所としては、児童

家庭支援センター、そちらのほうを活用するということ

で、グループホームから歩いてこれる距離だったので、

児童家庭支援センターのほうへ来所してクールダウンを

⾏うという状況が何回か⾒られておりました。 

続いて最後に、資料の 5 番、最後にということで、

事例を通してよかった点、顔が⾒える関係だからこそ、

様々な機関とスムーズな連携、協働ができました。コー

ディネートの窓口が決まっているととてもスムーズな対

応ができます。役割分担が決めやすく、他機関へのつな

がりやすさ、支援の柔軟さにつながっていると思います。

今後に向けてということで、関係機関、教育、児童福祉、

障害福祉、それぞれの考え方によって対応に差が出てお

りました。それによってお子さん⾃⾝や対応する職位が

混乱してしまうということも⾒られました。あとは異動

や担当者の変更によって、機関との連携関係が変わる場

合も多々⾒られました。ライフステージの中で児童福祉

から障害者福祉へのスムーズな移⾏、サービス提供がで

きるようにどの年齢からでもつむぎを積極的に利用でき

ればいいかなと、そういう反省が出されておりました。 

今後に向けた施設の取り組みですけれども、①、児

童養護施設の高機能化に伴い、児童家庭支援センターの

機能のすみ分けが不透明になっているということで、施

策と地域のニーズを把握した上で、両施設での取り組み

方、在り方の検討。そして人材確保の⼯夫。地域柄、専

門職の獲得というのは非常に難しいという状況です。リ

クルートの⼯夫、実務職員に魅⼒ある職場環境づくり、

あとは職員の研修参加等の保障、SV 体制の確保という

ことが挙げられております。3 番に法人内の協働という

ことで、分野が違っても生かせる必要な⼒であることを

各職員へ働きかけ、そして人材育成に結びつく配置や異

動となるように考えるとともに、法人全体へ働きかけを

し、最終的に対象児童、対象の障害者にとって最善の利

益提供ができるような地域貢献を目指していきたいとい

うことになります。私の発表は以上になります。ありが

とうございました。 
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シンポジスト 

 恒松 大輔 
（⾃⽴援助ホームあすなろ荘 ホーム⻑、 

全国⾃⽴援助ホーム協議会 事務局⻑） 

 

 

 

 
かなり押しているようなので駆け足でやりたいと思い

ます。東京都の清瀬市にあります⾃⽴援助ホームあすな

ろ荘でホーム⻑をやっております恒松と申します。よろ

しくお願いいたします。全国の協議会でも事務局⻑をや

らせていただいておりますが、今日はあすなろ荘の実践

を中心にお話したいと思います。⾃己紹介はスライド資

料にありますので⾒てください。いろいろなことをやっ

ています、ということです。 

⾃⽴援助ホームですけれども、そもそも⾃⽴援助ホー

ムというものをご存知ない方、なかなか聞いたことがな

いという方がいらっしゃって、⾃⽴援助ホームというと

どうしても障害関係で使うということも多いんですが、

これは児童福祉のほうのものです。児童福祉法第 6 条の

3 が根拠法令になっているんですが、義務教育を終了後、

何らかの理由で家庭にいられなくなる、もしくは児童養

護施設などを退所し、働かざるを得なくなった。要は強

いられた⾃⽴とよく⾔われますけれども、そういうかた

ちで社会に出なければいけなくなった、義務教育を修了

した 15 歳から 20 歳までの⻘少年たちが暮らしていま

す。⻘少年たちはスタッフとともに生活しながら、社会

で生きていくための準備をするということで、基本的に

は就労⾃⽴を目指しているんですが、最近は高校や大学

等の進学している⻘少年も増えていまして、児童福祉法

の改正、また昨年⾏われまして、令和 6 年から施⾏され

ますけれども満 22 歳まで生活することもできるという

ことで、児童福祉法の中ではかなり保護年齢が高い施設

ということになっております。 

⾃⽴援助ホームに入居している⻘少年たちということ

ですけれども、今までは児童養護施設とかを退所して、

それで来る方が多かったんですが、入所が 18 歳、19 歳

でも入居が可能になったというふうに制度が変わってか

らは、家庭から来る子がたくさん増えています。入居の

理由は、恐らく児童養護施設とかと同じようなかたちに

はなるかと思うんですけれども、入居経路が家庭から来

るということで、結局何が変わるかというと、16、17

というかなりの⻑期間にわたって、家庭での不適切な対

応みたいなことを受けていた。つまりは虐待を受けてい

たという子が増えてきていると。それだけ傷づいている

ことが多いということになります。 

そんな中で⾃⽴援助ホームが大切にしていることとい

うのは、それまでの不適切な関わりを受けていた子たち

が当たり前の生活を遅れるように支援する。簡単に⾔う

と、挨拶もそうですよね。おはようもそうだし、⾏って

きます、⾏ってらっしゃい、ただいま、おかえりという

こともそう。朝起きたらご飯がある。1 日朝起きて、3

食きちんと食べる。お風呂に入る。⻭を磨く。何⾔って

いるんだろう︖って思われる方もいらっしゃるかもしれ

ませんけど、そういうことすらされてこなかったお子さ

んたちが来ているということです。あともう 1 点が主体

性の保障と⾔っておりますが、今までいろんなことをさ

れてきた、大人の都合、親の都合でああしなさい、こう

しなさい。場合によってはこういうことしたいと⾔った
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ら、うるさいと⾔って叩かれる。そういうような生活の

中で生きてきているので、⾃分がこうしたいとかああし

たいとか、社会に出れば基本的なところですが、そうい

うことを保障していくということ。あともう 1 つ、ここ

にいるのは大体⻑くても 2 年ぐらいです。⼀昨日あすな

ろ荘の子で最⻑記録の 5 年間いたという子がいましたけ

れども、その子でもやっぱり 5 年で出なければならない。

そういう中で、その先の⻑い期間の退去したあとの支援、

これをメインにしている。なので入居中何をするかとい

うと、退去後でも関われるというようなことでやってい

ます。そういうふうな関係づくりをすることをメインに

しているということです。 

⾃⽴援助ホームがどういうところなのかというのを⾒

るのに分かりやすい動画あるので、これを⾒てください。 

 

（動画視聴） 

 

本来であれば家で教えてもらうものではなくて、⾃然

といつの間にか⾝につけるようなもの。例えば先程の⾃

炊のことなんかもそうですけど、ご飯の炊き方なんてい

うのはそんなに教えてもらわなくても、なんとなくお米

を研ぐというような動作は知っていると思うんですが、

なかなかそういうのを知らない子たち、それが当たり前

の生活というところの保障だったりもするのと、最初の

子でもいましたけど、知的障害とか精神障害、発達障害、

そういうものを持っているお子さんが増えてきていると

いうことがあります。 

この動画のあとにもそこら辺触れたいとは思っている

んですけれども、その⼗数年の間、社会的養護に引っか

からなかったというところの理由の 1 つとしては、家庭

の親御さんたちにもそれなりの、この子をどうにかした

いという思いがあったりする。ただ、その発達障害とか

知的障害というところの知識がなかったり、それを相談

する相手がいなかった。そういう中でこの子をなんとか

しなきゃいけないというところの、よく⾔う躾という意

味合いで関わっているうちに、だんだんそれが暴⼒にな

っていく。もしくはネグレクトになっていく。心理的な

虐待になっていく。こういうようなことがあったりする

わけですね。だから、あすなろ荘にいる子でも、⾃分だ

け置いてけぼりにされて外に⾏かれちゃったとか、そう

いうこともあったり、この子はもう無理、という感じで

親が諦めてしまう。だけど、もしかするとこれが障害が

あるんだよとか、こういうところで課題があるんだよと

いうことが分かっていれば、もしかしたらここに来るこ

とはなかったかもしれない、というような子たちもいま

す。あとはこういうようなかたちで、食卓の中で⼀緒に

ご飯を食べるとか、そういうようなことも経験のない子

たちもいたりします。今ここにもありますけど、⾒たい

ものを⾒るということすらできなかったお子さんも多く

来ています。なので、何食べたい︖と⾔ったとき、そん

なこと聞かれたことないから分からない、とか、うまい

もの、とか、とにかく答えることを諦めてしまう。⾃分

の⾔っていること、どうせ通じないから、みたいな感じ

で思っている。そういう子たちがこういう⾃⽴援助ホー

ムに来たことで、将来こんなことがやりたい、あんなこ

とがやりたい、と思ってもらえればいいのかなと思って

います。 

その中で私たちは支援を⾏っていて、今まで登壇され

た方、皆さんいろいろと制度とか、そういう中で障害の

ある方たちの支援とかも⾏っておりますが、⾃⽴援助ホ

ームってそういう障害の方たちに、というものはないの

で、そういう点では障害がある、なしに関わらず支援を

していかなければいけない。もちろんそのためにいろん

な制度を使っていくんですけど、その辺のことをお話し

ていきたいと思います。 

もともと入居打診のある若者に対する支援ニーズとい

うことで、この数字は全国にある 160、今は 250 ある

んですが、この 2020 年度の実態調査のときにある 160

何ホームかに聞いた支援ニーズです。当然被虐待児とい

うのが多いんですけれども、その次に障害がある。その

次が精神疾患。非社会的⾏動、反社会的⾏動、性的な問

題、こういうふうには続いてはおりますが、この中にも

障害から起因するものもあったりします。 

実際に入居者の中でも、今前入居者の 4 分の 1 が知的

障害、もしくは発達障害と診断されている。もしくは精

神科で受診している。あとは精神障害の診断を受けてい

る。こういう子たちがいます。ただ、私たちのところで

⼀番難しいと思っているのは、精神科への受診が 3 割あ
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りますが、ここはそんなに子どもたちに勧めるのもハー

ドルは高くはないんですね。ただ、15 年、16 年、要は

20 年近く生きてきた中で、それなりに障害ということ

と関係なく生きてきた子たちにいきなり、あなたは障害

を持っているんだよ、知的障害なんだよ、というふうに

⾔われても、その障害受容というのが難しい。ある子に

児童相談所での障害の結果を伝えたとき、⼀発で⾔われ

たのが、お前は俺のことをバカにしている、俺のことを

バカだと思っているんだろう︖というふうに⾔われまし

た。そういう中での、その障害受容というのが私たちの

中では⼀番の課題になっています。 

ここの知的障害、発達障害の診断を受けている子たち

のほとんどは、養護施設にいる間に診断を受けて、手帳

をもらっているということが多いということになってい

ます。なので、もちろんそういう障害受容のある子に関

しては、それなりの制度とかも使ったりしながらやった

りしていますし、だからどちらかというと、障害がある

子だけではないんですが、支援方針というのはできるこ

とを伸ばす。できないことに関しては、何か必要なもの

を使っていく。それが制度だったり社会資源の活用。歩

けない人に⾞椅子を用意する。足を骨折した人に松葉杖

を用意する。そういうようなかたちで何か補助するもの

というのが制度の活用。それじゃなくても、動かせる手

だとか、口とか、頭とか、そういうところを伸ばしてい

くのが、⼀番上の、できることを伸ばす。こういうよう

な支援の中で障害を持っている方たち、障害を持ってい

るであろう方たちの支援もやっているというふうにして

おります。 

もちろんすごい大変なこともあって、⾒た目では全然

普通にそこら辺にいる子たちと変わらないので、社会資

源を活用しようと思って相談しても、この子に支援は必

要なんですか︖と。先程基調講演でもおっしゃられまし

たけど、手帳がなくても受けられるんだよと⾔われるん

ですが、でも手帳がないと、元気だから大丈夫ですよ

ね︖この支援まだ使わなくても大丈夫ですよ、と⾔われ

てしまうこともあるということで、そこら辺の悩みはま

たこのあとのシンポジウムでお話できたらと思います。

駆け足ですいませんが、ここで終わりにしたいと思いま

す。ありがとうございました。 
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シンポジスト 

 米⼭ 明 
（社会福祉法人全国心⾝障害児福祉財団 

全国療育相談センター センター⻑） 

 

 

 
米⼭です。どうぞよろしくお願いします。私⾃⾝、

ADHD 的な性格があってなかなか時間が守れないんです

けど、なんとか 10 分で終わりにしたいと思います。私

の所属は、全国児童相談センターという、いろんな障害

者の団体の入っているビルの中の 1 つのクリニックなん

ですけど、もともと日本肢体不⾃由協会の心⾝障害児総

合医療療育センターというところにおりました。今も関

わっているので、その辺で私⾃⾝、今日お話する内容を

目次にすればよかったんですけどできなかったんですが、

障害児の入所施設の実態、あと障害児虐待のことについ

て少しお話して、今後障害児⾥親を推進していくにはど

うしたらいいかということをテーマでいただいたので、

その辺についてお話をさせていただきます。 

肢体不⾃由協会は、いろんな活動をしていて、いろい

ろ楽しまなきゃということで、肢体不⾃由協会と NHK

構成⽂化事業団さん、それから毎日新聞の社会事業団さ

んと⼀緒に、これは 30 年ぐらいですかね、私はスキー

好きなので、楽しまなきゃという感じで、実際には

1987 年ぐらいからやり始めてやっています。⼀番手前

にいるそりの子なんかは、いわゆる医療的ケア児で、気

管切開もしていますし、胃ろうもありながらもソリに⼀

緒に乗ってとか、いろいろやっています。夏のキャンプ

も、肢体不⾃由協会は去年で 66 回、つまり 66 年くら

い⼭の麓でいろいろキャンプをしています。 

障害児の施設のことを知っていただきたくて、皆さん

の資料にはないんですけれども、ちょっと入れましたけ

れども、肢体不⾃由児施設、今医療型障害児入所施設と

⾔っていますが、1942 年、戦中ですね、昭和 17 年に、

整肢療護園が、今の東京都の板橋区にできて、私もそこ

で 40 年ほど仕事をしています。知的障害の施設は

1891 年、明治になりますが滝乃川学園さんがスタート

し、重症心⾝障害児施設は、島田療育園さんが 1961 年

からできたという流れで、今は法律が変わってきていま

すので、先程矢田貝さんの基調講演でありましたけれど

も、児童福祉法の改定で今は障害児福祉型の入所施設と、

それから医療型の障害児入所施設というところと、重症

心⾝障害児の場合には、年齢を超えれば療養介護のほう

に、移⾏になっています。 

もうご存知のように、虐待は増えているわけですけれ

ども、死亡検証、虐待死検証というのをされております。

そこの中で「障害」というキーワードで抽出し 50 名弱

の障害児の虐待死というのは、児童虐待死の全例検証で

は約半数が 0 歳代ですけれども、障害児だけを抽出して

みると、実は 10 歳代まで全年齢にわたって虐待死が起

きているんですね。そうすると改めて、障害児の養育は

なかなか難しいということが分かって、ずっと切れ目な

く支援が必要だと思います。 

実際に、⾥親さんたちの中でも⾥子さんたちがいろい

ろな障害があるお子さんたちがいるわけですけれども、

全児相の調査でも、大体被虐待の 4 分の 1 が何らかの疾

病や障害があって、そのうちの発達障害が約半分という

結果が出ているわけです。そういったところで、育てが

難しいなというところがあって、先程矢田貝さんから話

がありましたけど、手帳というところで IQ の問題があ
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って、療育手帳を取るんですけれども、手帳をとれない

こともある発達障害のところって子育て大変なんですけ

れども、その辺りも経済的支援がしっかりできるような

システムであってほしいなということでスライドを入れ

てしまいました。  

児童養護施設など、いろいろな児童福祉施設の中での

障害の割合が多いということがあったんですけれども、

実は平成 30 年から障害児の入所施設も、この 5 年毎の

調査に入れていただいたんですね。それでもうすぐ結果

が出ると思うんですけど、平成 30 年で児童養護施設の

36.7 パーセントというデータが出ているわけですね。

いろんな障害がありますよというところで、⼀方で私が

今お話する福祉型障害児入所施設と医療型入所施設で、

入所している子どもたちの入所利用が被虐ということで

調査結果が出ているんですけれども、今約 4 割が入所施

設の入所理由が虐待ということなんですね。そのぐらい

多くなっています。医療型のほうが割合は少ないんです

けど、私たちの施設のほうは実は 6 割がそういう被虐の

お子さんたちで、なかなか対応が難しいというところが

あります。なので社会的養育環境の適応という中で、障

害児入所施設も、児童福祉施設の中の 1 つですというと

ころは、そこが私たちチームで支援していくという中で、

より知っていただきたいなというところです。入所施設

の中の環境と⾔いますか、今後の子どもたちの施設生活

の中での大切な点というのが、令和 2 年に方向性が出ま

して、ウェルビーイングの保障、最大限の発達の保障、

それから専門性の保障、質の保障、包括支援ということ

で出ていて、その中には子どもの意⾒表明の支援、とい

うことも組み込まれていて、そこは今後大事になってく

るかなということで、私は障害児の意思表明権、あるい

は意⾒表明、意思決定支援と意思形成支援、そういった

ことを今いろいろなところで話し合いをしています。 

施設内の虐待はもちろん起きてはいけません。いろん

な障害があって⾝体拘束ということも必要になってくる

わけですけど、4 月からは同意がない状態では福祉施設

は、減算対象ですよということになっています。実際に

これは私たちの施設のお昼の状態を⾒ていたんですけど

も、重症心⾝障害の子の食事介護をしながら、すぐ隣の

脳性麻痺でネグレクトのあった子どもが、私泣きたくな

っちゃったと⾔うのを聞き対応しながら、遠くのところ

に、揺さぶられ症候群の後遺症の子なんですけど、強度

⾏動障害を持って、肢体不⾃由を持っているお子さんが

⾃傷がどんどん始まって、下りようか、というような声

をかけながら、っていうように同時に 3 つのことをやら

なきゃいけないぐらい人手がほしいという状況です。こ

ういうのが大舎制の施設の現状かなと思います。 

そういう意味で、実は 2005 年から熊本県は総合療育

センターを小舎化しまして、先程矢田貝さん、ちょうど

熊本におられた時期なんだと思いますけれども、ちょう

どゆりかごが始まるより少し前からもう始まっていて、

共同体表の潮谷さんが知事をされていたときだと思いま

すが、予算を多分たくさん投入していただいて、なんで

すけれども、小規模化、ユニット化をしようということ

が進んでいて、とてもこれは私たち、モデルになるなと

思って学んでいるところではあります。主役は子どもで

すということを、本当に子ども真ん中ということを

2005 年に⾔われて始まっているんですね。 

当たり前なんですけれども小舎化というかたちで、こ

れは療育センターのホームページにも載っていると思う

んですけれども、いろんなところで決定権は子どもとい

うところでやっています。トイレなんかもしっかり⼯夫

してあり、家庭に帰ったときに使える風呂のようなもの

を提供したり、それが難しいような子のためにそれぞれ

のお風呂を作ったり、そういったことをいろいろ⼯夫さ

れているところです。実際に昔はこんな感じだったんで

すよというところが出ていて、実際に私たちの施設って

まだこんな感じです、ということがあって、熊本のほう

で大事にしている子ども会があって、子どもが⾃分たち

で生活をいろいろ決めていくなんてことがあって、今後

求められている意⾒表明アドボカシーを 15 年前から先

駆的にやってらしたなというところではあります。 

私たちの大舎制施設ではあるんですけれども、その中

でなんとかいろいろソフト⾯を⼯夫しようということで、

ペアトレを合⾔葉に、ということで職員ペアトレをいろ

いろやって、関係性をしっかり構築していこうというこ

とをして、褒めまくろうということで、職員同士も褒め

まくろうということで、気持ちよく子育てできるように

ということで、今そういったようなものを利用したペア
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トレのティートレとかスタッフトレと⾔ってますけど、

それを今（厚労科研を通じて）いろいろ作っている最中

でもあります。そんなことで⾔っているんですが、実は

児童養護施設と人員配置を考えてみると、平成 29 年に

4.3︓1 からやっと 4︓1 になったんですが、全然人が足

りないですよね。そういったところはなんとかしてほし

いなというところです。 

これが最後ですけれども、呼称は、障害入所施設じゃ

なくて、児童発達支援入所施設とか名前を変えたり、そ

こが中のことは小規模ケア、ユニットケアとか、それを

しながら、そこと障害児のグループホームとファミリー

ホーム、それから障害児⾥親さんだとか含めて、⾥親さ

んのレスパイトも含めて、いろんな連携をしながら、と

いうことを、通所施設も含めながら連携できればいいな

というところで、連携がとても大事だなと思います。レ

スパイト、これは医療的ケア児なんですけれども、レス

パイトが 1 月で 60 時間つまり 1 日 2 時間ある人とない

人では保護者の健康度が違うという報告が東大の看護部

から調査報告が出ています。やはりレスパイトは必要だ

なと思います。 

これはメッセージなんですけれども、障害児⾥親を推

進するには、まずは障害児を知ってほしいということで、

⾥親研修に障害児の入所、通所施設の⾒学、研修を入れ

てほしいこと。それから、当たり前ですけれどもインク

ルージョンの推進ということ。それからレスパイト機能

を充実させるというところで、障害のある⾥子さんたち

の養育って、いわゆる健常児と⾔われる標準的な発達の

お子さんたちよりも難しさがあるので、そこはレスパイ

トがあったり、ギブアップしても全然大丈夫よというこ

とまで許されながらできると、もうちょっと広がるんじ

ゃないかなと思います。経済的サポートもよりあったら

いいなと思います。 

そんなところで、私も障害児支援を 40 年近くしてい

るんですけれども、障害のある子どももない子どもも、

社会的養育が本当に必要なお子さんたちも、みんなで支

えて、ともに生きたいなと思っています。以上となりま

す。ご清聴ありがとうございました。 
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助⾔者 

 加藤 正仁 
（うめだ あけぼの学園 園⻑、 

⼀般社団法人全国児童発達支援協議会 

（CDS JAPAN ）会⻑） 

 

 
ただいまご紹介に預かりました加藤です。⼀般社団法

人全国児童発達支援協議会の代表として、この場に⽴た

せていただいております。今、進⾏役から時間厳守と⾔

われています。私も精⼀杯それに従って努⼒しようと思

っていますが、なかなか時間が守れないという欠点を持

っておりまして、ですから今日用意させていただいたパ

ワーポイントの原稿も途中でストップして終わりという

ふうにさせていただきますのでご了承いただきたいと思

います。 

この 4 月からこども家庭庁がスタートするということ

で、これに関してはわれわれ発達支援関係者が⻑年、10

年、20 年、30 年という単位でこの日を待ち望んで、愚

直に今までいろんな角度からボディーブローを打ち続け

てきたと⾃覚をしているところです。そういう意味で、

今日こういうかたちでこの時期に社会的養護関係者とわ

れわれ、子ども関係者全てではないとしても、非常に大

きな課題を抱えた子どもの育ちにくさ、育てにくさに関

する両分野の方たちがこうして⼀堂に会して意⾒交換を

する、お互いにそれぞれの⽴場を理解し合うこうした時

間が設けられたということに関しては本当にうれしく、

心から関係者のこの企画に関して御礼を申し上げたいと

思うところです。 

今 6 人の方からのいろいろなお話を聞きました。正直

申し上げて、もちろん私⾃⾝は子どもたちの障害と⾔い

ますか、あまりこの⾔葉は使いたくないんですけれども、

子どもたちのことをプロパーで⾒てきました。そういう

意味では今日 6 人のお話の中の、米⼭先生以外の方たち

のお話については恥ずかしながら全く不案内という状況

です。半世紀近くこの世界に生きてきて、実態はそうい

うことだと。私⾃⾝が変わっていたと⾔えるかもしれま

せんけど、多分多くの仲間たちも似たようなものかなと

思うところです。これからそういう方たちと⼀緒に地域

の子どもたちの育ちとか暮らしとか学びとか、人生とい

うものを積極的に⼀緒になって進めていこうと考えたと

き、あまり現実は甘くないぞということを実感したとい

うのが、今お聞きした私の正直な感想です。 

私⾃⾝はもともと、障害児支援、今で⾔う児童発達支

援ということをプロパーにやってきているものです。私

の所属は社会福祉法人からしだねと⾔いまして、東京都

足⽴区で子ども福祉ということで半世紀以上、保育園、

センター、そして最近では、指定管理というかたちで、

その事業を展開しております。今日、確信に近いかたち

で確認させていただきたいのは、子どもの育ち、支援と

いうことは何をすることか︖ということです。まさに子

どもというのはこのリンゴではないかと思います。この

リンゴがリンゴらしく実ってほしい。そのためにはリン

ゴを弄り回していてもダメだと。リンゴだけ弄り回して

いてもリンゴは木から落ちちゃうという話ですね。この

リンゴがリンゴらしく実るためには葉っぱどうなってい

るか、幹はどうなっているか、根っこはどうなっている

かというその辺からこのリンゴの実りを考える。つまり

は子どもの育ちを考えるということですね。その意味で

は、リンゴそのものにもタイミングよく、タイムリーな

支援をしなきゃいけない。これを本人支援と呼んでいて、
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⼀般的に私たちが考える子どもサポートをするときの、

第⼀義的なものになります。 

もう 1 つは、この葉っぱの、家族支援というところで

すね。リンゴは葉っぱが枯れて落ちたのではリンゴらし

く実らない。さらには幹。地域での暮らし、生活という

ことですね。そこら辺の困難さ、辛さをどう支えるかと

いうことですね。それはこの幹がしっかり育っているか

どうかをチェックするという意味であり、さらには根っ

こをちゃんとする。これはわが国の子ども施策全般と⾔

いますか、その辺からこのリンゴのことを、子どものこ

とを捉え、支えていくということですね。現実、私達が

やっているのは、障害のある子どもたちの発達支援、家

族支援ということがメインになります。家族支援のステ

ージでどんなことをやっているかということをここに列

記させていただきました。家族支援要素（家庭の状態、

子どもの状態、地域とのつながり）、それから虐待シグ

ナル、家庭支援ステージ、緊急度というこの 4 つの大き

なカテゴリーの中で家族支援を考えています。 

例えば家族支援のステージでは、関係担当者の⾒守り、

施設全体での対応、学園全体での対応。それから地域で

の対応という、このような 5 つのステージで家族サポー

トのステージを考えています。それから緊急度という問

題では、半年に 1 回ぐらいの確認対応、3 カ月に 1 回、

あるいは対応事項発生確認後即対応というような、この

ような A、B、C 段階で対応させていただいているとい

うような状況です。そういうフレームの中で、例えば私

どものうめだ・あけぼの学園では、去年の 11 月 1 日時

点でのデータをまとめてみました。大きく 3 つの施設が

あって、全体で 218 名の就学前の子どもたちです。昨

今は、父親、⺟親、または両親が外国籍のお子さんが非

常に多くなっている。ひとり親は、年によって違います

けども、そんなに⽐率的に多くはないです。それから虐

待リスクが 5 人。それから保護者の精神科受診が 10 人。

それから児相、子ども家庭支援センターの関与という意

味では 1 ということで、非常に子どもの育つ家庭環境が

多様化しているという部分と、昨今の社会情勢の中で外

国籍の方が非常に多くなってきている。それもいろんな

国の方たちが増えてきているというのが実感です。 

私どもの施設のある地域で、社会的養護関係の機関が

どうなっているかということですが、足⽴区は人口が

70 万ですが、2 カ所あります。そして、養護施設内に

おける支援が必要な子どもたちの実態がどうなっている

か。実はよく分かりません。⾥親がどれぐらいおられる

か、分かりせん。それから専門養育家庭数がどれぐらい

おられるか、分かりません。データがありません。それ

から区内に社会的養護を必要とする子どもや保護者、施

設への支援実態、これも分かりません。それから区⽴の

発達支援における社会的養護を要する親子への支援実態、

これも分からない。つまり何を⾔いたいかというと、わ

れわれ地域の中で半世紀以上、子どもの支援、子どもの

育ち、子どもの暮らしということを⼀生懸命やっている

つもりなんですけれども、しかし、養護関係については

区に問い合わせてもデータが出てこなかったり、われわ

れ⾃⾝の障害児相談支援事業所としてもデータがないと

いう状況です。それがある意味では天下の東京、天下の

足⽴区、非常にそういう社会的ニーズの高いエリアと⾔

われているそこでの実態がこのような状態であるという

ことですね。そういう中で私たち、重度発達支援センタ

ーを中心とした全国児童発達支援協議会という組織を

2009 年から⽴ち上げて、いろんな活動をしております。

その中では、特に今回のテーマである人材養成の問題も

非常に大きな課題として捉えているところです。これに

ついてはその後、改正も加えております。われわれの取

り組むべき課題というのは、地域の子どもたちの支援と

いうことを、それぞれが⾃己完結的にやるのではなくて、

もっといろんな地域の様々な資源とチームワーク、ネッ

トワークを組んで日々の実践をしていくことです。そう

いう意味で今回皆さんのお話から、チームワークという

かチームアプローチというか、そういう事が重要である

と認識すると同時に作り上げる困難さも感じました。も

っと地域の様々な機関、様々な関係者とネットワークを

組まないといけないんじゃないかと思うんですが、その

経験が残念ながら今まで積み上がってきていないという

のが実態です。そういう状態でこの 4 月 1 日が始まると

いうことです。このことをわれわれはしっかりと踏まえ

て、課題を次につなげていき、改善、解消していくとい

うことにエネルギーを注いでいかないといけないんじゃ

ないかなと強く思うところです。 
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最後に、私たち協議会ではこうした本を書き上げて、

皆さんの参考になればと出版しています。われわれは⼀

個人、⼀職種、⼀機関では子どもの、あるいは家族の子

育て、育ちにくさ、育てにくさに向き合うことはできな

い。あるいは⾃己完結してはいけないと思います。中⻑

期的に子どもたちの人生に寄り添う、支えるという覚悟

を持った瞬間から、⾃分⼀人で頑張ってはいけない。周

りの人たちを巻き込んで、地域全体が子どもの育ちへの

支援の水準を上げていくアクションも起こす。それがあ

っての当事者支援であろうと思うところです。そういう

意味でも孤⽴してはいけない。地域の様々な機関と、人

と、ネットワークを組もうと。ネットワークなんていう

受け⾝的なことではなく、ノットワークですね。KNOT、

⾃ら進んで手を出すということです。相手が手を出して

くるのをまってそれに応えるということでは弱いです。

そんなことをここで確認し合いながら、われわれのノッ

トワークが、これからだと思っているところです。 
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助⾔者 

 岩上 洋⼀ 
（全国地域で暮らそうネットワーク 代表） 

 

 

 
 

皆さんこんにちは。全国地域で暮らそうネットワーク

の岩上と申します。よろしくお願いいたします。どうし

ても児童と障害児者の連携の話になりますと、どちらか

というと知的障害領域のほうが今まで親和性が高かった

のではないかなと思います。私はそういう意味では、ま

だまだ上手く連携がとれていない精神障害領域から来ま

した。これは略称、ちいくらネットと⾔うんですが、ア

メニティフォーラムをやっている全国地域生活支援ネッ

トワークってご存知かと思うんですが、その精神版を作

って、きちんと政策的にコミットして、しっかり精神障

害者施策も進めていこうじゃないかという話を、藤井さ

んが障害保健副支部⻑だったときにしていただいて、作

った団体です。私⾃⾝は埼⽟県の宮代町というところで

社会福祉法人の理事⻑をしていますが、そこに非常に小

さな、職員も 40 人ぐらいしかおりませんが、そんなこ

とをやっています。 

今日お話を伺っていまして、加藤さんから、これから

今までできていなかったことをしっかりやっていくんだ

というお話を聞きましたけれども、シンポジストの皆さ

んの話はすごく感銘を受ける話ばかりで、⾃⽴援助ホー

ム、恒松さんのお話もそうですし、下川さんのファミリ

ーホームの話も素晴らしいですし、津田さんや中村さん

の児童家庭支援センター、そして⾏政もしっかりやって

いるというお話を今日はお聞きしました。それから米⼭

さんの将来ビジョンについてもお聞きして、これはみん

なで協⼒していけばすごいことになるんじゃないか、と

いうのがまず私の感想です。ただ、多分そうは⾔っても

ここで好事例の話をされたとすると、今加藤さんがおっ

しゃったように、なかなか上手くいっていないこともあ

るんじゃないか、ということだと思うんですね。今日の

お話はまだまだ特別なことであって、なかなかそこが上

手くいかないのをどうしていくかということまでもう分

かっているということは、これから進めていけるんじゃ

ないかなと思って、こども家庭庁ができるにあたって非

常に皆さんが期待をされているのではないかと思ってい

ます。 

私は障害者分野でずっと仕事をしていますので、この

間例えば⾃⽴生活援助というサービスを作っていただい

て、⼀人暮らしで障害者の方が暮らしていくときの支援

をできるようにしていくと。グループホームからも退所

を進めていくということをやっていきました。今回の法

改正にあたっては、グループホームも新たな類型を作っ

ていただいて、それで⼀人暮らしを目指す類型も必要で

はないかということも議論していただいております。あ

るいは先程恒松さんの話の中で、⾃⽴生活援助の映像が

流れていて、知的障害の方が、私は知的障害があると⾔

われているんだけど、私の経験を生かしたいという話を

されていたと思うんですが、それは障害者分野では今ピ

アサポートと⾔って、相談支援事業所であったり、B 型

事業所に配置、障害者⾃⾝もそこで働くということを制

度化してもらっています。そういった意味では、もっと

融合できる、あるいはお互いに乗り入れができるといい
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なと思っています。 

また就労継続支援 B 型という障害者が通う、もともと

は作業所とか授産施設ですが、これも新たな類型を加え

てもらって、野澤さんとは C 型就労と呼んでいるんです

けれども、コミュニティの役に⽴つ仕事をすると。新潟

県で⾔えば雪下ろしですし、地域の皆さんのためになる

仕事を障害者⾃⾝もしていくということを B 型事業所の

中でも評価してもらって、なんで C 型と呼んでいるかと

いうと、A 型と B 型というのが障害者の支援ではあるん

ですが、C 型はコミュニティの C だと。これ、真⾯目な

皆さんですから笑いは出ませんけれども、コミュニティ

に根ざしていくという活動をしています。そういうとこ

ろに、多分共感性は高いと思うんですね。子どもの支援

をされている方、あるいは障害児の支援をされている方

も、そこの⾃分たちの枠の中でずっといてほしいなんて

誰も思っていなくて、コミュニティの中で生活してほし

いということと、そういったコミュニティをよく作って

いきたいと思われていると思うんです。そういう意味で

は、繰り返しになりますが、障害者の中でやってきたと

ころとも⼀緒にやっていけるといいなと思っています。 

そして相談支援は、基幹相談支援センターが障害者の

ほうは中核になりますので、今出ているような児童発達

支援センターであるとか、児童家庭支援センターですね。

そこと連動するような仕組みをどんどん作っていけると

いいと思います。それは加藤さんがもうおっしゃってい

ただいたように、⾃分たちだけが頑張るのではなくて、

ここにお集まりの方ってご⾃分たちに⼒をお持ちだと思

うんだけれども、⼒がある人ほどその法人やそのグルー

プだけが頑張るんじゃなくて、周りの人たちが頑張れる

ような仕組みをどう作っていくかだと思います。私は精

神科領域ですから、精神科病院が非常に頑張っちゃって

いるところは市町村は基盤整備しませんし、あるいは相

談支援がとても頑張っているところは地域保健が弱くし

まったりとか、どこかが頑張るとそこに頼ってしまうと

いうのがあって、そこを変えていくには今日お集まりの

皆さんが引っ張るだけではなくて育てていただくという

ことが必要なのではないかと思っています。そこがこれ

からの目指していく視点ではなかろうと思います。 

札幌の藤崎さんの話にもありましたけれども、福祉だ

けで頑張るのではなくて、保健分野とどうつながってい

くかというのは、いろいろご苦労されてきた経過がある

と思うんですが、どうしても今日の話の中で津田さんが

つながっていかなくちゃいけないんだ、⼀緒にやるんだ

という話がありましたけれども、⼀緒にやるのが苦手に

なってしまったんですよね。なので、障害児となった途

端に、じゃあパスポート持たせるようにそちらでお願い、

みたいなことが起こっているんですが、住⺠全体の支援

が⼀番できるのは本来は地域保健なんです。保健という

のはどうも置いてけぼりになりますけれども、本人を⾒

て、家族を⾒て、世帯を⾒て、地区を⾒るという、本来

は包括的であり、伴走的であり、重層的であったんだけ

れどもそこが弱まってしまっていて、またこの先、福祉

分野だけでしっかりやろうとすると住⺠サービスが抜け

落ちてしまうので、そこが今回精神保健福祉法の改正で

は市町村で精神保健をしっかりやってもらおうという、

メンタルヘルスの土台を作りましょうということになっ

ていますので、その観点でも皆さんに上手く活用してい

ただけるとうれしいということを、今日お話を聞いてい

て思いました。以上でございます。 



 

 

 

219 

 

第５回 FLEC フォーラム報告

シンポジウム「社会的養護と障害児者施策の連携と協働への道」 
～互いの資源を活用し合うために何が必要か～   

 

助⾔者 

 北川 聡子 
（社会福祉法人⻨の子会 理事⻑、 

日本ファミリーホーム協議会 会⻑） 

 

 
社会福祉法人⻨の子会の北川です。よろしくお願いし

ます。私は地域の子どもたちを⾒ていて、特に困り感あ

る子どもを⾒ていて、障害のある子どもも社会的養護の

子どもも同じ子どもとして、もう少しこの分野、連携し

ていきたいなとずっと思っていました。今回このような

クロージングシンポジウムになって、本当にうれしく思

っています。藤崎課⻑さんのお話を聞いて、偶然かもし

れないんですけど、１歳半健診や３歳児健診の後のフォ

ローのための親子教室を児童相談所が担っていて、保育

士さんや心理士さんを地域に派遣しているという課と、

社会的養護を担っている課が同じ課で、藤崎課⻑さんが

それを統括しています。これは、こども家庭庁になるに

あたってじゃなくて、すごく前からこんなふうに札幌市

の体制が支援局の中で表裏⼀体になっているという辺り

が⾯白いなと思いました。親子教室で療育的なことを、

グループセラピーをしていることと、⾥親さんたちが児

童発達を利用したり、さっぽ・子どもの広場を利用した

りしています。そのため、社会的養護と障碍児支援がす

ごくつながりやすいのではないかと思って聞いていまし

た。 

それから下川さんに関しては、子どものことを中心に

発表してくれたんですけれども、実は障害のある子のお

⺟さんたちの支援も、むぎのこはやっております。むぎ

のこが⾏うグループカウンセリングの中で、実は虐待を

受けていたんだとか、アルコール中毒のお父さんのもと

で育ったんだとか、夫から DV があったとか、いろんな

逆境体験の中生き抜いてきたお⺟さん達がたくさんいて、

家族を支えるということと社会的養護という視点も必要

です。お⺟さんたちから、そこでつながって、もっと小

さいときに誰かが助けてくれたらよかったね、という話

がよくあります。福祉はつながりが大切です。誰がつな

いでくれるかというと子どもなんですよね。例えば⾃殺

企図があったり、失踪したりする子がいて、失踪しまし

たということを児童相談所に夜中でも電話するわけです。

そうすると、先程の藤崎課⻑さんが当番だったりして、

電話に出てくれて「分かりました」と⾔って、何やって

いるんですか︕って責めないで、「こちらでも警察に連

絡して対応します」と⾔ってくれたり、本当に温かい児

相のサポートがあると思います。⾒つかったら「よかっ

たね」と⼀緒に喜んでくれたり、それから⾃殺企図のあ

る子なんかはいつどうなるか分からないので、児童精神

科医もサポートしてくれたり、児相も「何かあっても児

相が責任とりますからお願いします」と⾔ってくれたり、

子どものことを考えていくときに、いろんな機関がつな

がらないととてもやっていけないというのが実態で、子

どもが大人同士の関係をを結びつけてくれています。 

しらゆりの津田さんは、私は訪ねたことがあって、さ

っきの眼鏡の表現が⾯白くて、津田さん⾃⾝が心理士さ

んということもあって、児童発達支援センターがやらな

くちゃいけないことも児家センでやっているんだという

事を目の当たりにしました。「もっと児童発達支援セン

ターも地域に出なくちゃいけない」と思いました。今回

こども家庭庁になるにあたって、インクルージョンの推

進ということで、加藤先生と⼀緒にもっと児童発達支援

センターも地域に出られるような仕組みを作れるように、

ということでいろんなところに今お願いしております。 
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それから、本当に同じですね、中村さんのところも小

さい町なので、心理さんが発達検査したり、これから児

童家庭支援センターと児童発達支援センター、お互いの

強みを生かして地域で協働していく、そういうことが地

域の子どもや家族を守っていくことになると思って聞い

ていました。 

米⼭先生は、障害児入所施設が社会・援護局と子ども

家庭局に分かれてしまっていたので、児童養護はすごく

配置基準や多機能化が進みましたけど、障害児入所は、

4.3︓1 から 4︓1 にはなったんですけれども、その辺の

差がすごくありまして、地域になかなか出ていけない。

また、サテライトの制度を作ってもらったんですけど、

まだまだ遅れているので、こども家庭庁になってからは

ここをできれば、障害があって生まれてきても大切な子

どもですから、できるだけ家庭養育で地域で暮らせるよ

うにという、スティグマがないような状況に環境を作っ

ていうのが大事だと思って聞いていました。 

私たちは、実は⾏政的分離はしていたんですけど、目

の前の子どもたちや家族のニーズを考えたら、どこの実

践も蜘蛛の巣的、ゲリラ的に地域ではつながってきてい

る⾯もあって、そこをなんとか子どもの困り感や家族の

困り感を解決したいなと思ったら、そのゲリラ的につな

がってきたことがだんだん次の未来に、いろんな関係者

がつながっていくということに、実践として積み上がっ

てきたんじゃないかなと思います。今度こども家庭庁に

入って、⾏政の障害福祉課の関係、矢田貝課⻑さんもい

らっしゃるし、障害児支援施設のメンバーも来ています

し、こども家庭庁の準備室の社会的養護の専門家の方も

いらしてますので、ぜひ現場でこんなふうにみんなで頑

張っていきますので、⾏政的に架け橋をつけていただい

て、子どもたちをみんなで守っていくということを取り

組んでほしいなと思います。私からは以上です。 
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ディスカッション 
 

 

 

 
野澤︓ありがとうございました。あと 30 分あるので、

少し論点を絞って皆さんからお話を聞きたいと思います。

社会的養護と障害児者施策の連携と協働という発議は、

非常に単純化して入り口のところで考えると、社会的養

護の施設関係者が障害児、障害者福祉サービスのことを

理解できているのかどうなのか。⼗分情報提供がいって

いるのかどうなのかということと、もう 1 つは障害児者

福祉の関係者が社会的養護のことを理解できているのか

という、その双方だと思うんですね。今日私が話を聞い

ていて、社会的養護の関係の皆さんの話を聞いていると、

⼗分理解できているなと。こういう理想があればいける

んじゃないかなと、先程岩上さんもお話されてましたけ

ど、思ったんですね。これはどのぐらい恋愛的なのかと

いうのを聞きたいのと、こうなるには何が必要なのか。

そうじゃないところを、ここまで、こういうふうな理想

的なものを作っていくには何が必要なのかということを

聞きたいんですね。中村さんや津田さんはもともと障害

者福祉のほうでやってらっしゃった方ですよね。だから

上手くいっているのかなとも思ったりしたんですがどう

ですか︖業界を⾒ていて、⾃分たちがやっていることは

例外的なんでしょうか︖みんなこのぐらいやっているも

のなんでしょうか︖まずそこを知りたいんですが。 

 

中村︓私が今児童養護施設のほうに異動して、障害の知

識というか、そういったものが足りないのかなという感

じは受けておりました。児童家庭支援センターのほうは、

地域の養育センター的なところを任せて、地域それぞれ

に動きましょうという話があって、その準備というか、

そういったことで動いてきたので、そこら辺の問題はク

リアしてたんですけれども、児童養護施設のほうが、や

はり経験が⻑い職員ほどそこのところは理解しておりま

せん。施設の中でまず異動して入ってくる職員について

は、そこのところは障害者分野から入っていますので、

そういう障害を持った措置児もいるんですけど、その対

応はすごく上手にできるんですけど、20 年も 30 年も児

童養護の中にいる職員は、なかなかそこのところが上手

く消化できていないというか、難しいところもあるのか

なとは感じておりました。 

 

野澤︓津田さんいかがですか︖非常に上手に障害児、障

害者福祉サービスを使っているように⾒えていたんです

けれども、どんなふうにされていたのかって、法人内、

施設内で何か苦労されたのか、どうでしょう︖ 

 

津田︓実際私は両方経験したというのは正直大きいなと

思っています。転職したとき、前の障害福祉での顔のつ

ながりというのができていました。うちの児童養護施設

では、障害があると診断がついている子が 6 割ぐらい、

疑いがあるとお医者さんから⾔われている子が 3 割ぐら

い、つまり 9 割ぐらいがなにがしとつながっていく必要

がある子たちです。そのときに、そこを経験してきてい

たから当たり前のようにつないでいったというところは

あったと思います。そういうところでやっていくと職員

たちも、そういうサービス使えるんですね、児童養護施

設の子が放課後等デイ使えるんですね、児童発達支援使

えるんですね、それなら⾒学⾏きたいんですけど、と。
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職員はそういう実務と、先ほど発表した研修体系で、今

は割とどの職員も当たり前のように⾏ったり来たりして

いると思います。 

 ただ他の施設となったとき、そうはいっていないとこ

ろは現状あって、よくつないでくださいとか紹介してく

ださいとか教えてくださいとか⾔われます。教えるでは

なく⼀緒にやっていきましょう、と⾔い施設同士でも連

絡し合って、⾒学に⾏くなら⼀緒に⾏きましょうとか、

そういうことをしながら徐々に広がってきているのが神

⼾の現状かなと感じています。 

 

野澤︓恒松さんにもお話聞きたいなと思うんですけど、

こういうキーパーソンがいるところは、なんかなんとな

くなっていくなという気がするんですが、全くそういう

方がいないところではどうすればいいんでしょう︖ 

 

恒松︓そうですね、児童養護施設も、⾃⽴援助ホームな

んかもっとそうなんですけど、それぞれの職員がその子

に合わせて何をするかって探していかなきゃいけないと

いう点では、うちなんかでも出るときに必ずしも、うち

は東京都の清瀬市というところにあるんですが、清瀬市

内で生活するわけではない。そうすると、その子の住む

ところでまずどういう障害施策があるのかというところ

から探していかなきゃいけないということがあって、そ

れをやっと⾒つけたというふうになったとしても、結局

そこの方たちに相談すると、でも働いていますよね︖と

いう感じになってしまったりするので、だから手帳とか

持っていると楽なんですけど、そこを⼀個⼀個探し当て

ていかなきゃいけない。また⾃⽴援助ホームって、会場

にいる方も今日初めて聞いたという方も多いと思うんで

すけど、そういう中で、何やっているところですか︖と

いうふうにもなってしまうので、それを⼀から説明して、

毎回毎回開拓しているというのが実情です。 

ちょっと別の話になるんですけど、今加藤さんの話を聞

いてて、足⽴区で社会的養護あるのにそこの実態が何も

分からないと聞いたとき、すごく納得したというか。結

局足⽴区の養護施設に来る子たちって足⽴区の外から来

る子ばかりなんですよね。そうすると、障害を持つ方た

ちの支援って、今日皆さんのお話を聞いててやっぱりそ

うだよなと思ったのは、地域でやっている。親も支援し

て子どもも支援しているということをやっているんだけ

ども、児童養護施設の子たちというのは地域から外され

ちゃっているので、親でやっている支援と子どもの支援

が全く別物になっているという。そういう中で、⾃⽴援

助ホームなんかもっとそうですし、そこで連携していれ

ばその次のステップって、障害の分野とも連携しながら

できるのが、地域から離されちゃって親子分離しちゃっ

ているところに今すごくここの壁があるんだろうなとは

感じています。だからそこを⼀から全部説明しながら進

めていかなきゃいけない。特に手帳を持っていない子に

関して⾔えばなおさら。この子はこんな元気に⾒えて働

けそうですけどこうなんです、ということを⼀つ⼀つ説

明していかなきゃいけないというのがすごく大変かなと

思っています。 

 

野澤︓なるほど。障害児のサービスを地域だけど、社会

的養護は地域を超えたところでやる。それはあるかもし

れないですね。⻨の子はどうですか︖全然違うところか

らどんどん来ますよね、⻨の子の近くに。その辺の障害

児サービスの地域密着性と、それから社会的養護の、む

しろ地域から離れたところのギャップみたいなものとい

うのはどんなふうに克服されていったんですか︖ 

 

北川︓障害のある子どもは大体地区割で、東区と北区の

お子さんと家族って大体が、大枠ですけど決まっていて、

何かあったときに地域、⾞で駆けつけられる範囲なんで

すけど、社会的養護のお子さんも、⻨の子のお⺟さんが

育てられなくなる場合は、地域にいて⼀緒にファミリー

ホームで暮らしたりとかそういうこともできます。児童

相談所からの紹介の子は本当にいろんなところから、来

ますね。まずはあの地域にみんな住むことになるので、

まずそこの地域が⾃分の居場所なんだと安心して暮らせ

る場所なんだ、⾥親さんやファミリーホームだけじゃな

くて地域全体がみんな応援しているんだよ、っていうそ

の感じを、遠くから来ても、子どもが持っていくことが

大事なんじゃないかなと。その安心感がまた戻ったとき

に、どこかの地域につなげていく。人に対する安心感が

なくて来るので、まずこの地域で安心して、次へ。私た
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ちがつながっていると安心して、子どももその次の人を

信頼できるというふうになりますので、そういうかたち

でやっています。 

 

野澤︓では加藤さん。 

 

加藤︓すいません、まとまりのない話をしちゃったよう

な気がしないではないんですけど、いずれにしても子ど

もたちの問題を地域の中でといったときに、現⾏の制度

下においては、私は 1 つ非常に有効な場⾯が設定されて

いると思うんですね。それは、24 年に⽴ち上げてくださ

った⾃⽴支援協議会子ども部会です。私⾃⾝あるとき子

ども部会の責任者をさせていただいたのですけれども、

その中には養護関係の人が 1 人もいなかったという現実

があります。それからそこに情報をくださるはずの児相

の人が誰も入ってこなかったということがあります。地

域によるのかもしれないんですけれども、せっかくああ

やって地域で子どもたちのことをみんなで考えようよ、

⾏政をあてにしないで⾃分たちにできることをやろうよ、

みたいな動きがそこで⽴ち上がったにも関わらず、芽出

しはしてくださったんですけど、あまり育っていないと

いうのが 1 つ大きな問題かなと思います。だからそうい

う意味では、改めて新しい制度を作るんじゃなくて、⽴

派に芽出しをしていただいているわけですから、あれを

本当に有効活用、機能化していくということがとても大

事なことだろうと思うし、そこにあの地域の子どもに関

する課題を抱えた関係者が大同団結する、小異を捨てて

大同につく、という集まりを作って、それを活発化して

いく。既存の組織を活性化していくということが非常に

近道で、今改めて土俵を作って、なんていうことじゃな

くて、あれを有効活用していくためにみんながここで、

ということが大事かなと思いました。 

 

野澤︓⾃⽴支援協議会でなかなか活発じゃないところも

結構ありますからね。 

 

北川︓活発かどうかというよりも、要対協だと守秘義務

を課せられますけど、この親子どうする︖ということで、

関係者が⼀堂に集まって役割分担して支援を考えていっ

て、また事務局もあって、何回もその支援をしていくと

いうところでは、⼀気に関係者が集まるんですよね。そ

して連携できる。でも⾃⽴支援協議会子ども部会の役割

は、そういうところにあまり守秘義務もないし、どうな

んでしょうか︖矢田貝さん。 

 

⽮田貝︓守秘義務は、そういうご指摘を踏まえて、昨年

の秋の法改正でそういう守秘義務を設けて、特別事例も

話せるようにしようということをしていて、だからこれ

からのところはあります。これまではどちらかというと

⾃⽴支援協議会は地域の体制づくりを話し合う場という

イメージだったんですけれども、個別事例についてもき

ちんと議論できるような環境を今整えている、そんな状

況です。 

 

野澤︓要対協でも切⽻詰まった事例があると、みんなで

何か知恵を出し合って、サービスとか何が利用できるか

って考え始めますよね。その辺りから始まっていくと、

継続するように⼯夫が必要ですよね。1 つ終わるとその

場で生き別れみたいな感じで終わっちゃうこともあるの

で、その辺りがポイントかもしれないなと思いますね。 

もう 1 つ、逆に障害児福祉側が社会的養護のことをどの

ぐらい理解できているのかみたいなことを考えたいんで

す。最初、矢田貝さんがいろいろ利用できるサービスを

挙げてもらって、実際に⾒ていると、放課後等デイだと

か、児童発達支援センターだとか、⾃⽴に向けて就労移

⾏とか就労継続とかも有効なものだと思うんですけれど

も、逆に私は障害者福祉の側でずっと⾒てきた側からす

ると、営利目的のところがすごく増えて、とてもそんな

社会的養護なんて全く関心もないところが最近は目につ

いて、どうしたものかと。利用できるところあるのか

な︖なんて悲観的に思っちゃったりするんですけど、今

度の総合支援法の改正も少しその辺議論になりましたよ

ね。放課後等デイとか子どもの部分ですね。塾みたいな

ところで、社会的養護の子を⾒れるわけないですよね。

だから、こういうものを融合することによって、逆にも

ともとの障害児福祉のほうも、という方向に⾏きそうな

気もしたりしてるんですけど、楽観すぎますかね︖矢田

貝さん、どうでしょう︖ 
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⽮田貝︓福祉全体で⾔うと、障害児と養護だけじゃなく

て、高齢者、障害者、子育て、みんな家庭の問題って複

合しているんだから、トータルでできるようにしましょ

う、みたいなことを厚労省の中でも、地域福祉の中でも

議論になるんですけど、そういう会議に僕が⾏くとむち

ゃくちゃ⽂句⾔われるんですね。障害は障害のことしか

⾒ていないとか。現場でも障害の相談支援の人は障害の

ことしか考えていなくて、私たちに助けて、手伝ってっ

て⾔ってこないって、国の審議会の場で本当にそういう

ことを⾔われて。給付費が 4 兆円になって障害帝国がで

きちゃうと、どうしても目の前のことやっていればいい

やってなっちゃうんですね。それの典型が今野澤さんの

⾔われた営利主義みたいなところが、目の前のことをや

っていればお⾦が儲けられるからそれで終わっちゃうと

いう。それは本当に地域福祉の在り方としても、障害者

福祉の在り方としても望ましくないんですね。 

 昨年国連障害者権利委員会というところが各国の障害

者施策に意⾒を⾔うということをしていて、日本はすご

く意⾒を⾔われたんです。特別支援学校ってあるじゃな

いですか。特別支援学校を廃止しろと⾔われて、最初僕

何なんかは、何無茶⾔っているんだよ︖とか思ったんで

すけど、ただ確かに理想は特別支援学校なんていうのが

廃止されて、普通の⼀般の学校の中の 1 クラスに障害の

子がいるとか。そう考えるとさっき A 型、B 型とか出て

いましたけど、本当は障害者だけ集まっているよりは、

普通の企業で働いている中の、ある部屋には障害者の方

がいて、もちろん⼀緒に働いていてもいいとか、もう障

害児施設なんてなくして児童養護施設の中に障害児加算

つけて、もう児童養護の中に障害児も入れちゃうとか。 

 だって、⾃⽴支援協議会と要対協が両方あるって、も

う本来そこからして別なんですよね。子どものことを議

論するのに 2 つの協議会があるっていうのはおかしいよ

なとか、そういうことを想像していて、これは多分こど

も家庭庁ができるとこういう議論になるはずなんです。

なんでこれを 2 つ別のところでやっているんだろうと。

そんなに⼀気に⼀緒になったりはしないと思うんですけ

ど、そういう方向に進んでいく中で、障害児の事業者も

どういうことをしていくことが求められるかということ

が変わっていけばいいなって、理想論ですけれども、こ

れまでの議論を聞いていて思いました。 

 

野澤︓ありがとうございます。米⼭さんにも少しお話聞

きたんですけど、障害児福祉の側で、社会的養護のこと

に対する感度と⾔いますか、関心というか、理解という

か、その辺りはどうなんでしょうか︖足りないとすれば

どうすればいいんでしょう︖ 

 

⽶⼭︓先程私のスライドにあったように、平成 30 年か

ら社会的養護の児童養護施設等の中に障害児入所施設も

全部入った統計が 5 年ごとにとられたんですね。ちょう

ど 2 月に調査が終わって、これが来年ぐらいには全部ま

とまって出るでしょうけども、またそこの中で改めて社

会的養護の必要なニーズのあった子たちの割合がもっと

高く出るんでしょうけど、改めてそういったところで、

方針としては出ているんですけど、そのところをもっと

強めて⾔っていかないといけないなと思って。私の周辺

だと、福祉型だとか、医療型の入所施設はどういう関心

があるんですけれども、まだまだそういうお子さんたち

がいないというイメージを持っている施設も正直あるの

で、そこはこれからの課題で、まさにこども家庭庁にな

ったときに支援課のほうに入るわけですけども、その中

できっちり議論してやっていくべきだろうなと思ってい

ます。 

 

野澤︓私も障害のある子の親として思うんですけど、子

どもが小さいときに障害があると親はすごくダメージ受

けますもんね。社会的養護のスレスレの綱渡りをして生

き延びてきている親っていっぱいいると思うんですね。

それが上手くいかない家庭はすぐに社会的養護になって

いる。表裏⼀体だと思うんですね。 

 

⽶⼭︓あと 1 つだけ、障害児入所施設で、背景の保護者、

養育者のほうの課題として⼀番率の高いのが、3 割の方

が実は知的障害なんです。そういったところもかなり丁

寧に、もちろん入所前のところから本当に丁寧に支援し

ていかないといけないなというのはいつも感じていると

ころです。 
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野澤︓もう 1 つは、先程恒松さんのお話でしたかね、手

帳をとらないとサービス利用できないから、って⾔うと、

バカにするのか、って⾔われる。これは社会的養護だけ

じゃなくて障害児の側でも、親もそうですよね。なかな

か障害受容できないと素直に手帳とらないんですけど、

そういう親とかそういう本人に対してどんなアプローチ

をしてきていたのかというのを下川さんにお伺いしたい

んですけれども。 

 

下川︓さっきのお話の子も、療育手帳を持っているとい

うことで、うちに来たときから持っていたんですけど、

それを持ってバスに乗ったら、すごく障害者っていう目

で⾒られているとか、小学校のときからいろんな障害児

ということで傷つきがあったみたいで、それで療育手帳

を持っているということをまだまだ受け止めることがで

きなくてとても苦しんでいた時代があったんですけども、

私が⾒守るだけで、まだ完全じゃないと思うんですけど、

どうやって受け止めてきたかというと、同じ養育手帳を

持った、障害を持った先輩が⻨の子で、放デイで働いて

いたりして、そこに⾏くことで、療育手帳ってこういう

ものだよ、悪いものじゃないよ、いいチケットみたいな

ものだよ、とか、あと持っていることですごく傷ついた

ことを受け止めて、分かるよ、って当事者の方が先輩と

して受け止めてくれるということの繰り返しで、今本当

に少しずつ、これから障害者年⾦というお話も少しして

いくと、前よりは抵抗しなくて少し受け止めれてきてい

るかなという過程は感じています。 

 

野澤︓ありがとうございます。少しずつ、時代とともに

ハードルは低くなっているような気はしているんですけ

どね。これまで私のほうから論点設定をして皆さんにマ

イクを向けたんですけど、残った時間で、皆さんの意⾒

を聞いていて、これ⾔いたいとか、これどうなんだろう

ということを⼀⾔ずつ、1 分以内で順番に最後⾔ってい

ただけたらと思うんですが、では藤崎さんのほうからよ

ろしいですか︖ 

 

藤崎︓ありがとうございます。社会的養護の関係者が障

害のある方のことをどれだけ理解するのか、という点に

ついて 1 点だけお話させていただきます。これからの社

会的養護は家庭養育を目指すということで、国のほうで

も⾥親の委託率の向上を求めているところだと思います。

そういうふうに考えますと、社会的養護の関係者として

これから大きく期待されるのは、やはり⾥親ではあると

感じております。先程、報告の中でもお話させていただ

きましたが、⼀時保護をしているお子さんの中では、何

らかの障害のあるお子さんが非常に多くなってきて、今

後、⾥親委託率の向上ということを考えますと、発達に

障害のあるお子さんを⾥親に委託することがこれからど

んどん多くなってくると思います。そのため、委託先の

⾥親をどういうかたちでサポートしていくか、障害のあ

るお子さんの特性、支援の方法、その辺を⼗分にバック

アップしていく。そういう仕組みが非常に大事ではない

かなと感じております。 

 そこで、繰り返しになりますけれども、今年度から札

幌市では障害児のフォスタリング機関を設置しまして、

助⾔者でおられます北川先生のところ、⻨の子会さんに

委託をしております。⾥親が安心して障害のあるお子さ

んを育てていく、養育する環境を実現することが、社会

的養護と障害者サービスの連携ということに、つながっ

ていくことではないかと強く感じております。以上です。 

 

野澤︓どうも重要な論点、ありがとうございます。では

中村さんのほうから順番で⼀⾔ずつ。 

 

中村︓児童のいろんな問題が、私が以前勤めていた時代

とは全く違って、私が勤めていた頃には権利がどうのと

いうお話をしている時代でしたので、今はもっとその先

をずっといっているんだなということで、私のほうも障

害者分野と児童分野と、2 つ体験させていただいていて、

すごく貴重な体験かなと考えております。今後私たちの

住む地域、人口が減少ということで今日発表させていた

だいたんですけれども、その中でできることは何かとい

うことをこれから考えながら、いろいろと対応していき

たいなと思います。 

 

野澤︓どうもありがとうございました。では津田さん、
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お願いします。 

 

津田︓先程の障害受容のところで思ったんですけれども、

児童福祉法第 2 条に、子どもの意⾒の尊重と最善の利益

を追究していくというのがあるんですけれども、そうい

ったところで、さっきからいろいろ議論が出ているんで

すけど、子どもや家族の受容というところで、そこのバ

ランスみたいなものをどうとっていったらいいかとか、

子どもの意⾒をどのように聞いていったらいいかみたい

なところはもうちょっと深めてみたいなと思いました。

以上です。 

 

野澤︓ありがとうございます。下川さん、お願いします。 

 

下川︓連携と協働ということで、私たち大人はもちろん

なんですけど、子どもたちの声を、私も日々の暮らしで

大事だなと思っているので、子どもたちの声を聞きなが

ら、大人たちが手をつないで協働連携、⼀緒にチームと

してやっていけたらいいなというのを感じているので、

頑張りたいと思います。 

 

野澤︓ありがとうございます。では恒松さん、お願いし

ます。 

 

恒松︓恐らくキーワードは「知る」ということだと思っ

ていて、今社会的養護は当事者の方がいろんなことを発

信していて、それでなんとなく皆さんに知ってもらって

いるということが多くて、障害受容という話になると、

例えば手帳の話をすると、子どもたちのイメージで、常

に手帳をぶら下げて、私はこの手帳を持っていますとい

うことをアピールしているような感じに捉えがちなんだ

けども、でも先程下川さんおっしゃったみたいに、必要

なときに出せばいいツールなんだよ、ということを本人

も知ってもらうということが必要なのかなというのは思

ったりします。あとは私たちも、多機能化、高機能化と

⾔われている中で、地域の人たちにもっと知ってもらう

ということ。それが結果的にそこにいる子どもたちの理

解にも、その地域の中で手帳を持っていなくても理解に

つながる。お互い障害に対しても、社会的養護にしても、

知るということにもうちょっと努⼒をするということが

大事なのかなというのは、今日のお話を聞いていて思い

ました。ありがとうございました。 

 

野澤︓どうもありがとうございました。では米⼭さん、

お願いします。 

 

⽶⼭︓ありがとうございます。私はいろんな職をやって

いまして、今は国⽴児童⾃⽴支援施設の医師としてお手

伝いを週 2 回やって、朝 8 時半から子どもと⼀緒に走っ

たりなんかしているんですけど、そこで⾒ると、⾥親不

調から児童養護施設不調、それから⾃⽴支援セン不調で

国⽴へ来ている、なんていうお子さんたち、結構いるん

ですね。先程お話あった、知るってやっぱり大事だなと

いうのは、⾥親さんにしても、ご家庭で育てるというと

ころで、例えば発達特性を知るとか、そういったところ

が大事で、それが今後こども家庭庁になっていく中で、

児童発達支援センターとか障害児支援のことをそこの地

域で知る。そういったネットワークで連携しながら、そ

この子育てに支援ができればないいなと思いますし、私

は本当に大勢の中で育った人間なので、社会が育てれば

いいじゃんという、頑張れ頑張れじゃなくて、腹⼋分目

ぐらいでほどほどにしながら、いろんな人に助けてもら

えればいいなと思って、そういう地域が作れたらいいな

と思いました。以上です。 

 

野澤︓どうもありがとうございます。では矢田貝さんも

お願いします。 

 

⽮田貝︓2 点、児童福祉法改正で、こども家庭センター

というのができて、われわれのほうには児童発達支援セ

ンターというのがあって、さっきも⾔ったんですけど、

2 つあるというのは本来的ではないと思うんですけど、

多分 2 つできるので、せめてその 2 つがちゃんと各地域

で連携してもらうということがまず⼀番大事なのかなと

思っています。相談支援が福祉の肝だと思いますので、

それぞれの中核を果たすこども家庭センターと児童発達

支援センターが、少なくとも全ての地域でちゃんと結び

ついているっていうふうにしなきゃいけないって今日の
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話を聞いてて思いました。 

それと、児童養護に関しては、僕は熊本の経験しかない

ですけど、すごく閉じた世界と⾔うか、先程野澤さんか

らあったんですけど、障害っていろんな事業者が入って

きていて、良いも悪いもあるんですけど、あれだけ予算

も伸びているので、いろんな新しい方も入ってきている

ということもあるんですけど、どうしても児童養護って

軽薄にいかないので、伝統的に施設があって、そこが⼀

生懸命やってっていうところで、でも逆にその中でぐる

ぐるやっているというイメージはありますので、せっか

くこども家庭庁ができますので広がっていければいいの

かなと思っています。手帳のことについては、説明の中

でちらっと資料を入れておきましたけど、今⾒直しの検

討していますけれども、必ずしもサービスを使うために

手帳が必要ではないということは、もっとそういう方向

で考えて、いろんな恩恵を受けるために手帳の制度って

あるわけで、サービスを使うのは別に手帳がなくても、

ちゃんと相談も受けれるし、サービスも使われていくよ

うにしていきたいと思っています。 

 

相澤︓ありがとうございます。では助⾔者も⼀⾔ずつ。 

 

岩上︓どうもありがとうございました。協議の場の話が

ありましたが、なかなか上手くいっていない理由は、上

手く整理する⼒が弱いところがあって、ご本人支援やご

家族支援の質の問題を高めていきたい話なのか、それと

も地域のネットワークを作る話をするのか、あるいはも

っと仕組みを作るのかっていうところが整理できないま

ま協議会運営されてしまっているところがあるので、も

ちろん個別支援会議とか要対協の話でしっかりご本人支

援するんですけれども、そのあとの手⽴てが、もう少し

整理をすると上手くいくのではないかというのは思って

いるところです。 

もう 1 つは、私は今日助⾔者で呼ばれているんですが、

これは藤井さんの作戦で、ちゃんと精神保健分野に岩上

持って帰れ、これしっかりやれ、ということだと思って

いますので、私もここ数年グループホームで 18 歳過ぎ

た方々をお受けするようにしているんですが、今日お話

ありましたように⾃⽴援助ホームであるとかファミリー

ホームであるとか、あるいはグループホームでももう少

し若くて入れるような措置的なことができれば、これは

進んでいくと思うので、ぜひ精神障害の分野に持って帰

って、協働させていただけたらうれしいと思っています。

ありがとうございました。 

 

野澤︓ありがとうございました。では加藤さん、お願い

します。 

 

加藤︓ありがとうございました。とにかく 4 月 1 日から

スタートしますので、関係者の皆さんと思いを重ね、⼒

を重ね、子どもたちのために前進したいということです。

よろしくお願いします。 

 

野澤︓ありがとうございます。では北川さん。 

 

北川︓⼀緒にやっていこうというところなんですけど、

社会的養護のほうに子ども家庭ソーシャルワーカーが作

られます。そこのシラバスや研修内容など、⼀生懸命準

備していると思うんですけど、それ聞いて私、焦ったん

です。障害児支援は、ちゃんと専門性担保できるかな︖

っていうところで、こども家庭庁に入るのに、心配にな

りました。それで調査したら、なんと平均の経験年数が

3 年から 5 年でした。事業所が急に増えたこともあって、

これはもう少し障害児支援の専門性を担保できるような

質を、子どもの育ちを守れる人をたくさん日本に作って

いかないと、ソーシャルワーカーさんたちはだんだん専

門性高くなっていくけど、発達支援、子どもの育ちの支

援をもうちょっと日本の中で位置づけていかないといけ

ないなと焦っているところです。それも含めて気さくな、

昨日登壇された田中れいかさんが⾔っている親しみ深い

お⺟さんと子どもがほっとできるような支援ができたら

いいなと思っています。以上です。 

 

野澤︓どうもありがとうございました。皆様の協⼒のお

かげでなんとかこのぐらいの時間で収まることができま

した。私、聞いていてすごく勉強になりました。私も知

的障害の分野でいろいろ考えたり発⾔したりしてきてい

るんですけど、最近知的障害⾃体がすごく増えているん
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ですよね。というのは、定義がすごく揺れてきて、今は

海外なんかでは IQ70 というのは障害の定義から取っ払

っちゃったんですね。社会適応に問題があるというとこ

ろを重視している流れがあって、ということは家庭内で

の養育機能の低下とか、あるいは社会で彼らが生きるの

は難しくなってきているということで、つまりこれまで

は知的障害というアイデンティティなくても生きていっ

た子たちが生きていけなくなってきている。そういうこ

とだと思うんですよね。だからつまり、社会的養護と障

害児者福祉はもう否応なくオーバーラップしてきて、こ

このところをどうやってやっていくのか。目前にこども

家庭庁という制度が迫ってきている中で、リアルにわれ

われそういうことを考えられるようになってきたんだな

と思うんですね。ぜひいろんな方々のお⼒、知恵を結集

して、本当にこれは今チャンスですので、この国の子ど

もたちを幸せにするという方向に 1 歩、2 歩踏み出せて

いけたらと思っています。今日は本当に皆様、貴重なご

意⾒ありがとうございました。会場の皆様にも感謝申し

上げて閉めたいと思います。どうもありがとうございま

した。 
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閉会の挨拶 

 

相澤 仁 
（共同代表／大分大学福祉健康科学部 教授） 

 

 

 

 
閉会の挨拶を申し上げたいと思います。潮谷共同代表

に代わりまして、私、相澤からご挨拶させていただきま

す。まずは、今回のフォーラムにおいて、スケジュール

通り進⾏ができなかったこと、発表資料の映像をスムー

ズに提供できず大変ご迷惑をおかけしました。心よりお

詫びを申し上げたいと思います。主催者としましては、

それでも 3 日間、予定していたプログラムを開催できた

ことは、本当によかったと思っております。⾏き届かな

かったことも多々あったと存じますが、経費を助成して

くださいました公益財団法人ユニバーサル志縁センター、

大変有意義な質の高い発表をしてくださいました登壇者

の皆様、最後まで熱心に聞いてくださいました参加者の

皆様、会場使用の交渉をはじめ、会場での準備、運営に

至るまで情熱と誠意をもって下支えをしてくださいまし

た早稲田大学総合研究機構、および事務局の皆様、本フ

ォーラムに関わってくださいました全ての方々のご協⼒

と温かいお心遣いに助けられ、無事終了することができ

たものと考えております。主催者を代表して、心より感

謝申し上げます。誠にありがとうございました。 

さて、今回のフォーラムでは新しい企画として、特別

講演および鼎談を開催いたしました。また 2 つのプレセ

ッション、2 つのシンポジウム、5 つの分科会がなされ、

それぞれの示唆に富んだ発表について、活発な討議およ

び意⾒交換がなされました。いずれも先駆的な実践方法

などを拝聴させていただき、新たな気づきや学び、そし

て感動いただき、エンパワーメントすることができまし

た。メインシンポジウムでは、ケアワーカーの専門性は、

専門性を感じさせないのが専門性であるとのメッセージ

をいただき、改めてテクニックやスキルではない、そう

した技術がアートとして⾃分の人間性に融合され、存在

そのもの、ビーイングをベースにして、子どもそのまま

の有り様、ビーイングを尊重し、子どもとずっと向き合

い、寄り添いながら生活を営み、ともに育ち合いながら

歩み続けていくことの大切さを再認識させられました。

また子ども家庭支援を担う人材育成確保のための働きが

い、働きやすい環境を整備するためには、社会的養護、

家庭養護などの職員の配置基準や待遇改善、財政措置の

在り方をはじめ、様々な観点からの検討の必要性を再認

識させられました。クロージングシンポジウムでは、改

めて子どもの権利を基盤とした子どもの福祉の増進を図

る上で、いかに社会的養護と障害児者施策とが連携し、

協働していくことが大切であるのか。それぞれの施策や

実践などについて相互理解し、相互に参画し合い、互い

に資源を活用し合う重要性などについて再認識させられ

ました。さらに今回は、4 年ぶりに開催できましたレセ

プションには、多くの方々の参加をいただき、ぬくもり

のある雰囲気の中で意⾒交換ができ、親睦を深めること

ができました。 

皆様、今年 1 年は子ども基本法の施⾏、改正児童福祉

法の試⾏に向けて準備する重要な期間になると思います。

私たち FLEC はこうした制度改正の動向を踏まえ、その

対応などを念頭に置いて活動しつつ、さらなる皆様との

ネットワークを構築しながら、皆様とともに、全ての子

どもに家庭での生活を、という目標を達成するための歩

みを続け、その役割を果たしてまいりたいと思います。

来年度の第 6 回 FLEC フォーラムは、3 月 8 日、9 日、

１０日に、ここ、早稲田大学で開催する予定です。ぜひ

とも日程の確保をお願いいたします。1 年後に会場でお
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閉会の挨拶 

目にかかることを祈念し、閉会のご挨拶とさせていただ

きます。皆様、来年もぜひとも会場でお会いしましょう。

3 日間、本当にありがとうございました。 
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レセプション 
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